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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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機能性材料:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事34件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 組成

LG AI Research
LG AI Researchは「LG AI Talk Concert 2026」で、材料特性予測
と新素材設計を行う「Exaone Discovery」を含む「Expert AI」
ソリューションを発表しました。同社のAIはLG H&Hとの協業で、
42万種類以上の候補物質を審査し、わずか1日で発毛促進素材「
ラムシディル」を特定しました。LG AI Researchはさらに、AIが
素材合成を予測し、ロボットが実験を行い、その結果をフィー
ドバックして継続的に学習する「24時間自律研究所」の設立計
画も明らかにしました。

シグナル 02 | 機能特性

Matter Venture Partners
Matter Venture Partnersが、初期段階のHardTech企業を対象と
した第2号ファンドを4億5000万ドルでクローズしました。この
ファンドは、先進製造、エネルギー技術、科学研究のためのAI
アプリケーションなど、物理的な世界とデジタルの融合を追求
するスタートアップに投資します。日東電工などの戦略的リミ
テッドパートナー(LP)からの出資は、ポートフォリオ企業に共
同研究や市場アクセス機会を提供します。

シグナル 03 | 加工

デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費財・産業
用途の炭素排出量を約30%削減する新素材を
投入
デュポンは、ISCC PLUS認証のバイオ循環型素材「Tyvek® with
Renewable Attribution」を消費財・産業用途向けに世界中で発
売しました。この新素材は、既存の製品設計や製造プロセスを
変更することなく、顧客の製品のScope 3排出量を約30%削減す
ることを可能にします。マスマスバランスアプローチにより、
30%から100%の再生可能属性レベルで利用可能であり、アクティ
ブパッケージング、ラベル、産業用バッグなどの幅広い用途に
貢献します。

シグナル 04 | デバイス統合

BASF、高水透過性ナイロン「Ultramid H33 L」
など、レジリエンス・持続可能性・性能を両
立した新を評価
BASFはFakuma 2026で、レジリエンス、持続可能性、性能を兼
ね備えた新材料ソリューションを発表しました。特に、食品包
装向けに世界初の高水透過性熱可塑性ポリアミド「Ultramid®
H33 L」を披露しました。他にも、黄変指数を改善したポリアミ
ド66「Ultramid® A27AE1 L」や、軽量で耐衝撃性に優れた自動
車部品向け粒子フォーム「Ultramid® Expand」などを発表。こ
れらのイノベーションは、プラスチック業界が持続可能な未来
へ移行するための新たな選択肢を提供します。

編集判断

今週の経営判断は 測定可能な機能、信頼性、製造統合 に集中する。自社条件で関連証拠を再現で
きる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性能を優先する.
2. 供給企業: 材料特性を工程制御、界面挙動、顧客受入データへ接続する.
3. 経営層: 再現性、界面安定、工程適合、原価、認定.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

42万
A24

数値の条件

LG AI Researchは「LG AI Talk Concert 2026」で、材料特性予測と新素材設計を行う「Exaone 
Discovery」を含む「Expert AI」ソリューションを発表しました。同社のAIはLG H&Hとの協業
で、42万種類以上の候補物質を審査し、わずか1日で発毛促進素材「ラムシディル」を特定し
ました。

4億
A17

数値の条件

Matter Venture Partnersが、初期段階のHardTech企業を対象とした第2号ファンドを4億5000
万ドルでクローズしました。このファンドは、先進製造、エネルギー技術、科学研究のための
AIアプリケーションなど、物理的な世界とデジタルの融合を追求するスタートアップに投資し
ます。日東電工などの戦略的リミテッドパートナー(LP)からの出資は、ポートフォリオ企業に
共同研究や市場アクセス機会を提供します。

30%
A28

数値の条件

デュポンは、ISCC PLUS認証のバイオ循環型素材「Tyvek® with Renewable Attribution」を消
費財・産業用途向けに世界中で発売しました。この新素材は、既存の製品設計や製造プロセス
を変更することなく、顧客の製品のScope 3排出量を約30%削減することを可能にします。

0.7 mm
A10

数値の条件

カーネギーメロン大学発のスタートアップNovoLINCが、マルチキロワットAIチップ向けに最適
化された次世代熱界面材料(TIM)「MaxLINC」を発表しました。独自のナノ構造複合アーキテク
チャに基づき、MaxLINCは業界最高レベルの熱抵抗0.7 mm2•K/Wという超低値を達成します。
これにより、AIサーバーの冷却エネルギー消費を20%以上削減し、高性能コンピューティング
における重要な熱ボトルネックを解消します。

120万
A01

数値の条件

パンジャブ大学がインキュベートするスタートアップAdvanced Functional Material
Technologies(AFMTech)が、チャンディーガル行政区から約120万ルピー(約13,000米ドル)の商
業化助成金を獲得しました。この資金は、先端材料および半導体アプリケーション向けの国産
ターゲット材料の開発と市場投入を支援し、ディープテックベンチャーのラボから市場へのギャ
ップを埋めるものです。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

組成
P01/P06

LG AI Researchは「LG
AI Talk Concert 2026」
で、材料特性予測と新
素材設計を行う「
Exaone Discovery」を
含む「Expert AI」ソリュ
ーションを発表しまし
た。

2

機能特性
P02/P07

Matter Venture
Partnersが、初期段階
のHardTech企業を対象
とした第2号ファンドを
4億5000万ドルでクロー
ズしました。

3

加工
P03/P08

デュポンは、ISCC
PLUS認証のバイオ循環
型素材「Tyvek® with
Renewable Attribution」
を消費財・産業用途向
けに世界中で発売しま
した。

4

デバイス統合
P04/P09

BASFはFakuma 2026で、
レジリエンス、持続可
能性、性能を兼ね備え
た新材料ソリューショ
ンを発表しました。特
に、食品包装向けに世
界初の高水透過性熱可
塑性ポリアミド「Ultra
mid® H33 L」を披露し
ました。

5

市場採用
P05/P10

カーネギーメロン大学
発のスタートアップ
NovoLINCが、マルチキ
ロワットAIチップ向け
に最適化された次世代
熱界面材料(TIM)「
MaxLINC」を発表しま
した。独自のナノ構造
複合アーキテクチャに
基づき、MaxLINCは業
界最高レベルの熱抵抗0.

各受渡しで必要な証拠

組成 → 機能特性 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

機能特性 → 加工 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

加工 → デバイス統合 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

デバイス統合 → 市場採用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定.



プライオリティマップ 成熟度 / 事業インパクト
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プライオリティマップ:実装成熟度と事業インパクト

事業インパクト ↑

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

単一用途

複数顧客

複数供給階層

P01

P02

P03P04

P05

P06

P07

P08P09

P10

P01 LG AI Research

P02 Matter Venture Partners

P03 デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費
財・産業用途の炭素排出量を約30%削
減する新素材を投入

P04 BASF、高水透過性ナイロン「
Ultramid H33 L」など、レジリエンス・
持続可能性・性能を両立した新を評価

P05 NovoLINC、AIチップ向け業界最高レ
ベル熱抵抗0.7 mm2•K/Wを達成する次
世代TIM「MaxLIを評価

P06 パンジャブ大学のスタートアップ、先
端機能性材料の国産化に向け約13000
ドルの商業化助成金を獲得

P07 中国Xingyi Core Energy Technology

P08 iGii社、独自炭素ナノ材料「Gii」の商
業化に向け2650万ユーロの資金調達を
達成

P09 Elevated Materials、超薄型リチウム
フィルム製造工場建設へDOEから5000
万ドルの助成金を獲得

P10 国際研究チーム、メタサーフェス技術
で光変換効率を72,000倍に向上させフォ
トニックコンピューティングを革新

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階、縦軸は単一用途・複数顧客・複数供給階層の3段階。円径は週次選定基準によ
る編集スコアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 LG AI Research

A24 | 組成 | 研究 日付未収録

FACT
LG AI Researchは「LG AI Talk Concert 2026」で、材料特性予
測と新素材設計を行う「Exaone Discovery」を含む「Expert AI」
ソリューションを発表しました。同社のAIはLG H&Hとの協業
で、42万種類以上の候補物質を審査し、わずか1日で発毛促進
素材「ラムシディル」を特定しました。LG AI Researchはさら
に、AIが素材合成を予測し、ロボットが実験を行い、その結果
をフィードバックして継続的に学習する「24時間自律研究所」
の設立計画も明らかにしました。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 19/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3

P02 Matter Venture Partners

A17 | 機能特性 | 研究 日付未収録

FACT
Matter Venture Partnersが、初期段階のHardTech企業を対象
とした第2号ファンドを4億5000万ドルでクローズしました。こ
のファンドは、先進製造、エネルギー技術、科学研究のための
AIアプリケーションなど、物理的な世界とデジタルの融合を追
求するスタートアップに投資します。日東電工などの戦略的リ
ミテッドパートナー(LP)からの出資は、ポートフォリオ企業に
共同研究や市場アクセス機会を提供します。この資金調達は、
材料科学および関連するディープテック分野への大規模な投資
意欲を示しており、イノベーションの加速に貢献するでしょう。
特に、高性能材料、持続可能なエネルギー、AIによる材料発見
などが焦点となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03
デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費財・産業用途の炭素排出量を約30%削減する新素
材を投入

A28 | 加工 | 研究 日付未収録

FACT
デュポンは、ISCC PLUS認証のバイオ循環型素材「Tyvek®
with Renewable Attribution」を消費財・産業用途向けに世界
中で発売しました。この新素材は、既存の製品設計や製造プロ
セスを変更することなく、顧客の製品のScope 3排出量を約
30%削減することを可能にします。マスマスバランスアプロー
チにより、30%から100%の再生可能属性レベルで利用可能で
あり、アクティブパッケージング、ラベル、産業用バッグなど
の幅広い用途に貢献します。責任ある調達が保証された第二世
代のバイオマスを原料としており、環境負荷低減と持続可能性
向上への大きな一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3

P04
BASF、高水透過性ナイロン「Ultramid H33 L」など、レジリエンス・持続可能性・性
能を両立した新を評価

A13 | デバイス統合 | 研究 日付未収録

FACT
BASFはFakuma 2026で、レジリエンス、持続可能性、性能を
兼ね備えた新材料ソリューションを発表しました。特に、食品
包装向けに世界初の高水透過性熱可塑性ポリアミド「
Ultramid® H33 L」を披露しました。他にも、黄変指数を改善
したポリアミド66「Ultramid® A27AE1 L」や、軽量で耐衝撃性
に優れた自動車部品向け粒子フォーム「Ultramid® Expand」な
どを発表。これらのイノベーションは、プラスチック業界が持
続可能な未来へ移行するための新たな選択肢を提供します。包
装、自動車、エレクトロニクスなど多岐にわたる産業での応用
が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05
NovoLINC、AIチップ向け業界最高レベル熱抵抗0.7 mm2•K/Wを達成する次世代TIM
「MaxLIを評価

A10 | 市場採用 | 研究 日付未収録

FACT
カーネギーメロン大学発のスタートアップNovoLINCが、マル
チキロワットAIチップ向けに最適化された次世代熱界面材料
(TIM)「MaxLINC」を発表しました。独自のナノ構造複合アー
キテクチャに基づき、MaxLINCは業界最高レベルの熱抵抗0.7
mm2•K/Wという超低値を達成します。これにより、AIサーバー
の冷却エネルギー消費を20%以上削減し、高性能コンピューティ
ングにおける重要な熱ボトルネックを解消します。この技術は、
AIデータセンターの運用コスト削減と計算能力向上に大きく貢
献する画期的なソリューションです。半導体産業における高性
能化の鍵となるでしょう。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3

P06
パンジャブ大学のスタートアップ、先端機能性材料の国産化に向け約13000ドルの商業
化助成金を獲得

A01 | 組成 | 研究 日付未収録

FACT
パンジャブ大学がインキュベートするスタートアップ
Advanced Functional Material Technologies(AFMTech)が、チャ
ンディーガル行政区から約120万ルピー(約13,000米ドル)の商業
化助成金を獲得しました。この資金は、先端材料および半導体
アプリケーション向けの国産ターゲット材料の開発と市場投入
を支援し、ディープテックベンチャーのラボから市場へのギャッ
プを埋めるものです。インドの材料科学分野における国産技術
の強化と産業化を加速させる重要な一歩となります。特に、半
導体サプライチェーンの強靭化に貢献すると期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 中国Xingyi Core Energy Technology

A16 | 機能特性 | 研究 日付未収録

FACT
中国のスタートアップXingyi Core Energy Technologyは、宇宙
用ペロブスカイト太陽電池およびフレキシブルパッケージ基板
向けに、約1億元(約1400万米ドル)のPre-Aラウンド資金調達を
完了しました。同社の材料技術は、ガラスパッケージと比較し
てソーラーウィングの面積密度を40〜55%削減すると報告され
ており、軌道上での検証も既に完了しています。この資金調達
は、軽量で高効率な宇宙用太陽電池の開発を加速させ、衛星や
宇宙探査機の電力供給に革命をもたらすでしょう。特に、低コ
スト化と高性能化の両立に貢献すると期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3

P08 iGii社、独自炭素ナノ材料「Gii」の商業化に向け2650万ユーロの資金調達を達成

A11 | 加工 | 研究 日付未収録

FACT
スコットランド・スターリングを拠点とするディープテック企
業iGiiが、独自の3次元多孔質炭素ナノ材料「Gii」の商業化と産
業採用を加速させるため、2649万ユーロ(約26.5百万ユーロ)の
新規資金を調達しました。室温で製造可能で産業規模にスケー
ルアップできるGiiは、主要材料のサプライチェーン圧力に直面
する多岐にわたる産業の製造業者に、高性能材料プラットフォー
ムを提供します。この大型資金調達は、革新的炭素材料が産業
界の持続可能性と競争力向上に貢献する可能性を示唆していま
す。特に、電池、センサー、複合材料分野での応用が期待され
ます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09
Elevated Materials、超薄型リチウムフィルム製造工場建設へDOEから5000万ドルの
助成金を獲得

A15 | デバイス統合 | 研究 日付未収録

FACT
カリフォルニア州に拠点を置くスタートアップElevated
Materialsが、超薄型リチウムフィルムの製造技術で米国エネル
ギー省(DOE)から5000万ドルの助成金を獲得しました。この資
金は、計画されている3.5 GW規模のバッテリー材料生産施設の
建設費用の半分を賄うもので、米国におけるバッテリー技術と
製造能力の向上を目的としています。この大規模な投資は、次
世代バッテリーの性能向上と、国内サプライチェーンの強化に
不可欠なものとして注目されます。特に、EVやエネルギー貯蔵
システムへの影響が期待されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3

P10
国際研究チーム、メタサーフェス技術で光変換効率を72,000倍に向上させフォトニッ
クコンピューティングを革新

A05 | 市場採用 | 研究 日付未収録

FACT
グラーツ工科大学、ハーバード大学、テキサス大学オースティ
ン校の国際研究チームが、光変換効率を驚異的な72,000倍に向
上させる革新的なメタサーフェス技術を開発しました。この超
薄型半導体層と精密設計されたナノ構造は、光と物質の相互作
用を最適化し、長年のボトルネックを解消します。このブレー
クスルーは、フォトニックデバイス、高速データ処理、チップ
スケール量子技術の小型化と高性能化を加速させ、情報技術の
未来を再構築する可能性を秘めています。特に、光コンピュー
ティングの実用化に向けた大きな一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「測定可能な機能、信頼性、製造統合」である。
見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できるかを確認
する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接続する。

ACTION
30日以内に、統合・劣化・システムのトレードオフ後も残る性
能を優先する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 再現性、界面安定、工程適合、
原価、認定。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 影響 1/3
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 統合・劣化・システムのト
レードオフ後も残る性能を
優先する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 材料特性を工程制御、界面
挙動、顧客受入データへ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 再現性、界面安定、工
程適合、原価、認定.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-09件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 パンジャブ大学のスタートアップ、先端機能性材料の国産化に向け
約13000ドルの商業化助成金を獲得

https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-pa
njab-university-materials-startup/

A02 クイーンズランド大学が600倍以上の防錆効果を持つ自己修復型ス
マートコーティングを開発

https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-o
ccurs-offering-a-game-changing-defense-against-rust-formation/

A03 噛む・話す動作を電力に変換、顔の動きで稼働するウェアラブルデ
バイス向け圧電チャイナストラップを開発

https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-develo
ped-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-s
mall-wearable-devices/articleshow/134009980.cms

A04 Same Skyが最大27.3Wの電力供給が可能な熱電発電モジュールを
発表、工業廃熱回収を強化

https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest
-waste-heat

A05 国際研究チーム、メタサーフェス技術で光変換効率を72,000倍に
向上させフォトニックコンピューティングを革新

https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boost
s-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-compu
ting/

A06 MAKO Advanced Materials、硬化時間を9分に短縮するCreel-Free
一方向炭素繊維プリプレグ「HyperCure」を発表

https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-intr
oduces-creel-free-unidirectional-carbon-fiber

A07 ドレクセル大学、気相合成による2次元MXeneの新製法を確立し、
電子・量子技術への応用を拡大

https://drexel.edu/news/archive/2026/September/vapor-phase-synthesi
s-MXenes

A08 メルボルン大学、メタサーフェス光学スクリーンで赤外線画像を可
視化し、安価な赤外線カメラ実現へ

https://www.eurekalert.org/news-releases/1144136

A09 大阪公立大学、レーザー照射による高エントロピー合金の作製・元
素比精密制御に成功、次世代材料開発を加速

https://sj.jst.go.jp/news/202609/n0910-02p.html

https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-panjab-university-materials-startup/
https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-panjab-university-materials-startup/
https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-occurs-offering-a-game-changing-defense-against-rust-formation/
https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-occurs-offering-a-game-changing-defense-against-rust-formation/
https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms
https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat
https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat
https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/
https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/
https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/
https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-introduces-creel-free-unidirectional-carbon-fiber
https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-introduces-creel-free-unidirectional-carbon-fiber
https://drexel.edu/news/archive/2026/September/vapor-phase-synthesis-MXenes
https://drexel.edu/news/archive/2026/September/vapor-phase-synthesis-MXenes
https://www.eurekalert.org/news-releases/1144136
https://sj.jst.go.jp/news/202609/n0910-02p.html
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分析対象記事 | 10-18件目
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ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A10 NovoLINC、AIチップ向け業界最高レベル熱抵抗0.7 mm2•K/Wを
達成する次世代TIM「MaxLINC」を発表

https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/no
volinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-r
esistance-for-multi-kilowatt-ai-chips

A11 iGii社、独自炭素ナノ材料「Gii」の商業化に向け2650万ユーロの
資金調達を達成

https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-
million-to-commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/

A12 Bactiguard、整形外科インプラント向け独自貴金属コーティング
が感染予防に優れた耐久性を示す新データを発表

https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-
new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orth
opedic-implant-surface-modification/

A13 BASF、高水透過性ナイロン「Ultramid H33 L」など、レジリエン
ス・持続可能性・性能を両立した新プラスチックを発表

https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-15
3

A14 Alexium International、生分解性マイクロカプセル化相変化材料
「EcoTek」を発表、熱管理市場に新風

https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announc
es-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-ch
ange-material-mpcm/

A15 Elevated Materials、超薄型リチウムフィルム製造工場建設へDOE
から5000万ドルの助成金を獲得

https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-gra
nt-to-build-3-5-gw-battery-material-p/

A16 中国Xingyi Core Energy Technology、宇宙用ペロブスカイト太陽
電池向けに約1400万ドルの資金調達、柔軟なソーラーウィング開
発加速へ

https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-
energy-technology-raises-pre-funding

A17 Matter Venture Partners、HardTech・ロボティクス・物理AIス
タートアップ向けに4億5000万ドルの第2号ファンドを組成

https://pulse2.com/matter-venture-partners-closes-450-million-fund-ii/

A18 ペンシルベニア州立大学とライス大学、グラフェンのナノしわで電
気伝導を形状制御する新物理現象を発見

https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-c
hange-how-electricity-moves-through-graphene

https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips
https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips
https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips
https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-million-to-commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/
https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-million-to-commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/
https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/
https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/
https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/
https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-153
https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-153
https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/
https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/
https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/
https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-grant-to-build-3-5-gw-battery-material-p/
https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-grant-to-build-3-5-gw-battery-material-p/
https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-energy-technology-raises-pre-funding
https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-energy-technology-raises-pre-funding
https://pulse2.com/matter-venture-partners-closes-450-million-fund-ii/
https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-change-how-electricity-moves-through-graphene
https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-change-how-electricity-moves-through-graphene
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A19 温州大学らが室温強磁性半導体コバルト酸化物薄膜のセンチメート
ル級成長に成功、キュリー温度157°Cでスピントロニクス応用を加
速

https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-ce
ntimeter-scale-room-temperature

A20 ライス大学研究チーム、二酸化ルテニウム極薄膜で新種の「アルター
磁性」を発見し次世代スピントロニクスに道

https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-stran
ge-new-magnetism/

A21 ノースイースタン大学、分子磁性をミリ秒スケールで正確にシミュ
レーションする新ソフトウェア「qdmag」を開発

https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulati
on-utility-milliseconds/

A22 ヨーロッパ・コーティングス:2D MXeneとCeO2を組み合わせたナ
ノフィラーが耐紫外線・耐腐食性を両立しコーティング技術を革新

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanof
iller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/

A23 バークレー研究所、2D半導体内で電子-欠陥相互作用を直接観察す
る新手法を開発し量子デバイス開発を加速

https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons
-inside-semiconductors/

A24 LG AI Research、「Exaone Discovery」で42万種の物質から1日
で発毛促進素材を発見、AI自律研究所計画を発表

https://www.chosun.com/english/industry-en/2026/09/14/NCBCFX6UJV
HEBPRX3NE74CYV2M/

A25 Drexel大学がMXeneの新気相合成法を開発、低コスト前駆体で大
面積・低欠陥MXene製造を可能に

https://www.eurekalert.org/news-releases/1144417

A26 CorePower Magnetics、送電網対応磁性材料で10.5百万ドルを調
達、次世代変圧器製品を商業化へ

https://dealroom.co/news/151557-corepower-magnetics-raises-10-5m-f
or-grid-ready-magnetic-materials/

https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-centimeter-scale-room-temperature
https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-centimeter-scale-room-temperature
https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-strange-new-magnetism/
https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-strange-new-magnetism/
https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulation-utility-milliseconds/
https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulation-utility-milliseconds/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/
https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons-inside-semiconductors/
https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons-inside-semiconductors/
https://www.chosun.com/english/industry-en/2026/09/14/NCBCFX6UJVHEBPRX3NE74CYV2M/
https://www.chosun.com/english/industry-en/2026/09/14/NCBCFX6UJVHEBPRX3NE74CYV2M/
https://www.eurekalert.org/news-releases/1144417
https://dealroom.co/news/151557-corepower-magnetics-raises-10-5m-for-grid-ready-magnetic-materials/
https://dealroom.co/news/151557-corepower-magnetics-raises-10-5m-for-grid-ready-magnetic-materials/
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A27 JNCASR、テルル銅セレン化物で波状熱輸送メカニズムを発見し排
熱発電効率を熱電性能指数1.7に大幅向上

https://keekli.in/waste-heat-to-electricity-jncasr-unlocks-clean-energy-b
reakthrough/

A28 デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費財・産業用途の炭素排出量を
約30%削減する新素材を投入

https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-
attribution-for-customer-and-industrial-applications.html

A29 全固体電池EV、中国メーカーが2027年量産目標:リチウムイオン比
30〜80%高エネルギー密度と安全性を実現へ

https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/solid-state-vs-lithium
-ion-batteries

A30 Honda、レアアースフリー磁石開発の米Niron Magneticsに投資し、
EVパワートレインの脱レアアースを推進

https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-e
arth-free-magnets/830086/

A31 固体電池開発のFactorial Energy、三井金属と提携し硫化物系固体
電解質の量産でEV向け固体電池の商用化加速

https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secur
es-another-big-partnership/

A32 BYD傘下のFinDreams Battery、2027年にEV向け硫化物系全固体
電池の限定生産を開始へ

https://electrek.co/2026/09/14/byd-leading-solid-state-battery-race-first
-ev-2027/

A33 クイーンズランド大学が鋼鉄の腐食を600倍抑制する自己修復型ナ
ノコーティングを開発、商業化へ

https://aibn.uq.edu.au/article/2026/09/self-repairing-coating-extend-rus
t-prevention

A34 Solid Power、韓国で硫化物系固体電解質合弁会社を設立、2028
年までに500トン生産開始

https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-we
ekly--%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B
%E2%80%8B%E2%80%8Bindustry-deepens-technologyiteration-amid-e
bb-and-flow-policy-push-intensifies

https://keekli.in/waste-heat-to-electricity-jncasr-unlocks-clean-energy-breakthrough/
https://keekli.in/waste-heat-to-electricity-jncasr-unlocks-clean-energy-breakthrough/
https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-attribution-for-customer-and-industrial-applications.html
https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-attribution-for-customer-and-industrial-applications.html
https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/solid-state-vs-lithium-ion-batteries
https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/solid-state-vs-lithium-ion-batteries
https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-earth-free-magnets/830086/
https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-earth-free-magnets/830086/
https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secures-another-big-partnership/
https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secures-another-big-partnership/
https://electrek.co/2026/09/14/byd-leading-solid-state-battery-race-first-ev-2027/
https://electrek.co/2026/09/14/byd-leading-solid-state-battery-race-first-ev-2027/
https://aibn.uq.edu.au/article/2026/09/self-repairing-coating-extend-rust-prevention
https://aibn.uq.edu.au/article/2026/09/self-repairing-coating-extend-rust-prevention
https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-weekly--%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8Bindustry-deepens-technologyiteration-amid-ebb-and-flow-policy-push-intensifies
https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-weekly--%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8Bindustry-deepens-technologyiteration-amid-ebb-and-flow-policy-push-intensifies
https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-weekly--%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8Bindustry-deepens-technologyiteration-amid-ebb-and-flow-policy-push-intensifies
https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-weekly--%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8Bindustry-deepens-technologyiteration-amid-ebb-and-flow-policy-push-intensifies
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収録記事一覧

#01 パンジャブ大学のスタートアップ、先端機能性材料の国産化に向け約13000ドルの商業化助成金

を獲得

#02 クイーンズランド大学が600倍以上の防錆効果を持つ自己修復型スマートコーティングを開発

#03 噛む・話す動作を電力に変換、顔の動きで稼働するウェアラブルデバイス向け圧電チャイナスト

ラップを開発

#04 Same Skyが最大27.3Wの電力供給が可能な熱電発電モジュールを発表、工業廃熱回収を強化

#05 国際研究チーム、メタサーフェス技術で光変換効率を72,000倍に向上させフォトニックコンピュ

ーティングを革新

#06 MAKO Advanced Materials、硬化時間を9分に短縮するCreel-Free一方向炭素繊維プリプレグ

「HyperCure」を発表

#07 ドレクセル大学、気相合成による2次元MXeneの新製法を確立し、電子・量子技術への応用を拡

大

#08 メルボルン大学、メタサーフェス光学スクリーンで赤外線画像を可視化し、安価な赤外線カメラ

実現へ

#09 大阪公立大学、レーザー照射による高エントロピー合金の作製・元素比精密制御に成功、次世代

材料開発を加速

#10 NovoLINC、AIチップ向け業界最高レベル熱抵抗0.7 mm²•K/Wを達成する次世代TIM

「MaxLINC」を発表

#11 iGii社、独自炭素ナノ材料「Gii」の商業化に向け2650万ユーロの資金調達を達成

#12 Bactiguard、整形外科インプラント向け独自貴金属コーティングが感染予防に優れた耐久性を示

す新データを発表

#13 BASF、高水透過性ナイロン「Ultramid H33 L」など、レジリエンス・持続可能性・性能を両立

した新プラスチックを発表

#14 Alexium International、生分解性マイクロカプセル化相変化材料「EcoTek」を発表、熱管理市

場に新風

#15 Elevated Materials、超薄型リチウムフィルム製造工場建設へDOEから5000万ドルの助成金を

獲得

#16 中国Xingyi Core Energy Technology、宇宙用ペロブスカイト太陽電池向けに約1400万ドルの

資金調達、柔軟なソーラーウィング開発加速へ

#17 ペンシルベニア州立大学とライス大学、グラフェンのナノしわで電気伝導を形状制御する新物理

現象を発見



#18 温州大学らが室温強磁性半導体コバルト酸化物薄膜のセンチメートル級成長に成功、キュリー温

度157℃でスピントロニクス応用を加速

#19 ライス大学研究チーム、二酸化ルテニウム極薄膜で新種の「アルター磁性」を発見し次世代スピ

ントロニクスに道

#20 ノースイースタン大学、分子磁性をミリ秒スケールで正確にシミュレーションする新ソフトウェ

ア「qdmag」を開発

#21 ヨーロッパ・コーティングス：2D MXeneとCeO₂を組み合わせたナノフィラーが耐紫外線・耐腐

食性を両立しコーティング技術を革新

#22 バークレー研究所、2D半導体内で電子-欠陥相互作用を直接観察する新手法を開発し量子デバイ

ス開発を加速

#23 LG AI Research、「Exaone Discovery」で42万種の物質から1日で発毛促進素材を発見、AI自

律研究所計画を発表

#24 Drexel大学がMXeneの新気相合成法を開発、低コスト前駆体で大面積・低欠陥MXene製造を可

能に

#25 JNCASR、テルル銅セレン化物で波状熱輸送メカニズムを発見し排熱発電効率を熱電性能指数

1.7に大幅向上

#26 デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費財・産業用途の炭素排出量を約30%削減する新素材を投入

#27 全固体電池EV、中国メーカーが2027年量産目標：リチウムイオン比30〜80%高エネルギー密度

と安全性を実現へ

#28 Honda、レアアースフリー磁石開発の米Niron Magneticsに投資し、EVパワートレインの脱レア

アースを推進

#29 固体電池開発のFactorial Energy、三井金属と提携し硫化物系固体電解質の量産でEV向け固体電

池の商用化加速

#30 BYD傘下のFinDreams Battery、2027年にEV向け硫化物系全固体電池の限定生産を開始へ

#31 クイーンズランド大学が鋼鉄の腐食を600倍抑制する自己修復型ナノコーティングを開発、商業

化へ

#32 Solid Power、韓国で硫化物系固体電解質合弁会社を設立、2028年までに500トン生産開始



#01 パンジャブ大学のスタートアップ、先端機能性材料

の国産化に向け約13000ドルの商業化助成金を獲得

概要

パンジャブ大学がインキュベートするスタートアップAdvanced Functional Material

Technologies（AFMTech）が、チャンディーガル行政区から約120万ルピー（約

13,000米ドル）の商業化助成金を獲得しました。この資金は、先端材料および半導体

アプリケーション向けの国産ターゲット材料の開発と市場投入を支援し、ディープテ

ックベンチャーのラボから市場へのギャップを埋めるものです。インドの材料科学分

野における国産技術の強化と産業化を加速させる重要な一歩となります。特に、半導

体サプライチェーンの強靭化に貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月10日  Dealroom News  インド



詳細

主要成果

パンジャブ大学のインキュベーションセンターから生まれたスタートアップである

Advanced Functional Material Technologies (AFMTech) は、チャンディーガル行

政区より120万ルピー（約13,000米ドル）の商業化助成金を獲得しました。この助成

金は、インド国内における先端材料および半導体アプリケーション向けのターゲット材

料開発とその市場投入を加速させることを目的としています。この資金獲得は、インド

のディープテックスタートアップが研究成果を実用化する上で直面するギャップを埋め

る重要な一歩となります。

技術詳細

AFMTechは、主に半導体産業で使用される高純度ターゲット材料の開発に焦点を当て

ています。これらのターゲット材料は、集積回路（IC）製造におけるスパッタリングプ

ロセスなどで不可欠なコンポーネントであり、その品質はデバイスの性能に直結しま

す。同社は、独自の材料合成・精製技術を開発しており、国内での供給体制を確立する

ことで、海外依存度が高い半導体材料分野におけるサプライチェーンの安定化を目指し

ています。今回の助成金は、これらの国産ターゲット材料の試作から量産化への移行、

および市場導入に必要な検証に充てられる予定です。

背景と業界文脈

世界的な半導体不足とサプライチェーンの脆弱性が顕在化する中で、多くの国が半導体

関連材料の国産化を推進しています。インドも例外ではなく、政府は「Make in India」

政策の一環として、先端製造業と技術開発を強力に支援しています。AFMTechのよう

なスタートアップへの助成は、この国家戦略を具体化するものであり、特に競争の激し

い半導体材料市場において、インドの技術的自立と産業基盤の強化に貢献すると期待さ

れます。大学発ベンチャーが、このような国の戦略的目標を達成するための重要な役割

を担っていると言えます。



今後の展望

今回の助成金獲得は、AFMTechが開発する先端機能性材料が、市場での実用化に向け

て大きく前進したことを意味します。今後、同社は製品の性能向上と生産効率の確立に

注力し、インド国内の半導体メーカーや研究機関との連携を強化していくでしょう。国

産ターゲット材料の供給が実現すれば、インドの半導体エコシステムはより強固なもの

となり、国際競争力向上にも寄与します。長期的には、AFMTechがインドの先端材料

分野におけるリーディングカンパニーへと成長し、国際市場での存在感を高める可能性

も秘めています。

元記事: https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-panjab-

university-materials-startup/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-panjab-university-materials-startup/
https://dealroom.co/news/149920-chandigarh-grant-of-13-000-backs-panjab-university-materials-startup/


#02 クイーンズランド大学が600倍以上の防錆効果を持

つ自己修復型スマートコーティングを開発

概要

クイーンズランド大学の研究者らが、鋼の腐食を従来の保護コーティングと比較して

600倍以上も抑制する、新しい「スマート」な自己修復型コーティングを開発しまし

た。この革新的なコーティングは、ベンゾトリアゾールをベースとする粉末状の粒子

を水性塗料に組み込むことで、傷やひび割れを自己検知し修復する機能を持ちます。

これにより、構造物の寿命を大幅に延長し、メンテナンスコストを削減するゲームチ

ェンジャーとなる可能性を秘めています。特に、海洋構造物やインフラ、自動車産業

への応用が期待されます。

公開日 2026年09月17日  The Debrief  オーストラリア



詳細

主要成果

クイーンズランド大学（UQ）の研究者らは、鋼の腐食を大幅に抑制する新しい「スマ

ート」な自己修復型コーティングを開発しました。この革新的なコーティングは、従来

の保護コーティングと比較して、腐食を600倍以上も遅らせる効果を発揮します。この

技術の核心は、損傷を自己検知して修復する能力にあり、構造物の寿命延長とメンテナ

ンス費用の劇的な削減を可能にする画期的な進歩です。

技術詳細

この自己修復型コーティングは、腐食抑制剤であるベンゾトリアゾールをベースとした

微細な粉末状粒子を、水性の塗料に組み込むことで実現されました。コーティング表面

に傷やひび割れが生じると、その損傷部位で湿気や酸素が反応し、ベンゾトリアゾール

粒子が「活性化」されます。活性化された粒子は損傷部位に移動し、鋼の表面に保護膜

を形成することで、腐食反応を迅速に阻害します。このプロセスは、まるで生体が傷を

治すかのように機能し、腐食の進行を初期段階で食い止めることができます。これによ

り、コーティングの長期的な保護性能が維持され、特に金属構造の耐久性向上に大きく

貢献します。

背景と業界文脈

腐食は、インフラ、交通、製造業など、世界中の多くの産業で年間数兆ドル規模の経済

的損失と安全上のリスクを引き起こしています。従来の防錆コーティングは、物理的な

バリアとして機能しますが、一度損傷を受けるとそこから腐食が急速に進行する傾向が

ありました。自己修復型材料の研究は長年行われてきましたが、コスト、スケールアッ

プの難しさ、性能の限界が実用化を阻んできました。クイーンズランド大学の技術は、

水性塗料という汎用性の高い媒体に組み込める点で、これらの課題を克服し、幅広い産

業での採用が期待されます。



今後の展望

この新しい自己修復型コーティングは、海洋構造物、橋梁、パイプライン、自動車の車

体、航空機の部品など、腐食が大きな問題となるあらゆる金属構造物に応用可能です。

特に、検査やメンテナンスが困難な遠隔地のインフラや、常に厳しい環境に晒される船

舶などでの利用価値は非常に高いです。今後、研究チームは、材料の耐久性、修復効

率、コスト効率のさらなる最適化、および大規模生産へのスケールアップ技術の確立に

注力するでしょう。この技術の実用化により、世界経済への腐食による影響が軽減さ

れ、より安全で持続可能な社会の構築に貢献すると期待されています。

元記事: https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-occurs-offering-

a-game-changing-defense-against-rust-formation/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-occurs-offering-a-game-changing-defense-against-rust-formation/
https://thedebrief.org/new-self-healing-material-activates-as-damage-occurs-offering-a-game-changing-defense-against-rust-formation/


#03 噛む・話す動作を電力に変換、顔の動きで稼働する

ウェアラブルデバイス向け圧電チャイナストラップを開発

概要

科学者たちは、噛むことや話すことといった顎の動きから電力を生成できる、フレキ

シブルな圧電繊維複合材製のチャイナストラップを開発しました。この画期的なコン

セプト実証デバイスは、最大18マイクロワットの電力を生成可能であり、小型のウェ

アラブル電子機器にバッテリー不要な新しい電源を提供するものです。特に、医療用

インプラントや補聴器など、頻繁な充電が難しいデバイスへの応用が期待されます。

この技術は、人体運動のエネルギーを効率的に利用し、持続可能なウェアラブルデバ

イスの未来を拓くでしょう。

公開日 2026年09月10日  The Times of India  インド



詳細

主要成果

科学者たちは、顎の動き、具体的には噛むことや話すことといった日常的な動作から電

力を生成する、フレキシブルな圧電繊維複合材製のチャイナストラップを開発しまし

た。この研究成果は、『Smart Materials and Structures』誌に発表されたもので、こ

のコンセプト実証デバイスが最大18マイクロワットの電力を生成できることを示してい

ます。これは、小型のウェアラブル電子機器に、従来のバッテリーに代わる新しい、自

律的な電源ソリューションを提供する画期的な技術です。

技術詳細

開発されたチャイナストラップは、圧電材料（外部からの機械的応力によって電荷を発

生させる材料）が組み込まれた特殊な繊維複合材で構成されています。顎の開閉や顔の

筋肉の動きによってストラップがわずかに変形すると、内蔵された圧電繊維が微小な電

気信号を発生させ、これを効率的に収集して利用可能な電力に変換します。最大18マイ

クロワットの出力は、Bluetoothイヤホンや特定の医療センサーなどの低消費電力デバ

イスを駆動するのに十分な量です。この技術は、人体が発生する運動エネルギーを効率

的に「収穫」するエネルギーハーベスティングの原理に基づいています。

背景と業界文脈

ウェアラブルデバイスの普及に伴い、その電源供給は大きな課題となっています。従来

のバッテリーは、サイズ、重量、寿命、充電頻度といった制約があり、特に医療用イン

プラントや補聴器のように、継続的な稼働が求められ、かつ充電が困難なデバイスでは

その問題が顕著です。人体運動から電力を得るエネルギーハーベスティング技術は、こ

れらの課題を解決する有望なアプローチとして注目されており、フレキシブルな圧電材

料はその中心的な役割を担います。このチャイナストラップは、顔の動きというこれま

で十分に活用されてこなかったエネルギー源に着目した点が新しいです。



今後の展望

この顎の動きを利用した圧電チャイナストラップは、補聴器、スマートグラス、顎関節

症（TMJ）のモニタリングデバイス、さらには顔面麻痺のリハビリテーション機器な

ど、幅広いウェアラブルデバイスへの応用が期待されます。将来的には、より高効率な

圧電材料の開発と、より洗練されたデバイス設計により、生成される電力が増大し、よ

り多くの機能を持つデバイスへの電力供給が可能になるでしょう。この研究は、人体の

自然な動きを電力に変換するというコンセプトの実現可能性を示し、バッテリーに依存

しない持続可能なウェアラブル技術の未来に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-

strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-

devices/articleshow/134009980.cms

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/science/discovery/scientists-developed-a-chin-strap-that-turns-chewing-and-speaking-into-electricity-for-small-wearable-devices/articleshow/134009980.cms


#04 Same Skyが最大27.3Wの電力供給が可能な熱電

発電モジュールを発表、工業廃熱回収を強化

概要

Same Sky社が、SPGシリーズ熱電発電モジュールの新構成を発表し、最大27.3Wの

電気出力を実現しました。これらのモジュールは、温度差を直接電力に変換するた

め、工業プロセスで頻繁に排出される廃熱を回収するのに理想的です。特に、ホット

サイド連続動作温度を300°Cまでサポートし、コンパクトな設計でありながら高い変

換効率を誇ります。これにより、工場のエネルギー効率を向上させ、運用コストと環

境負荷の削減に大きく貢献します。持続可能な産業活動を推進する上で重要な技術と

なります。

公開日 2026年09月10日  Electronics For You  ドイツ



詳細

主要成果

Same Sky社は、SPGファミリーの熱電発電モジュールに新たな構成を追加し、最大

27.3Wの電気出力を実現しました。これらのモジュールは、熱エネルギーを直接電気エ

ネルギーに変換する能力に優れており、特に工業プロセスで発生する廃熱の回収に最適

なソリューションを提供します。今回の拡張により、既存の熱源からの電力回収効率が

向上し、産業界のエネルギー効率改善に大きく貢献することが期待されます。

技術詳細

SPG熱電発電モジュールは、ゼーベック効果を利用して、異なる温度間に存在する温度

差を直接電気に変換します。新構成のモジュールは、従来の設計と比較して、熱流束管

理と材料の最適化により、最大27.3Wの出力を達成しています。これにより、同社の既

存製品ラインナップを補完し、より幅広い電力ニーズに対応できるようになりました。

これらのモジュールは、ホットサイドの連続動作温度が最大300°Cまで対応可能であ

り、過酷な産業環境でも安定して機能します。堅牢な設計と高い変換効率を両立させ、

信頼性の高い廃熱回収システムを構築できます。

背景と業界文脈

エネルギーコストの高騰と地球温暖化対策の必要性から、産業分野におけるエネルギー

効率の改善は喫緊の課題となっています。多くの工業プロセスでは、莫大な量の熱が廃

熱として大気中に放出されており、これは大きなエネルギー損失であると同時に、環境

への負荷でもあります。熱電発電技術は、この廃熱を有効な電力として再利用できるク

リーンなエネルギー変換ソリューションとして注目されています。Same Sky社のSPG

モジュールのような製品は、このような廃熱回収市場において、エネルギーの有効活用

とサステナビリティ向上に貢献する重要な役割を担っています。



今後の展望

Same Sky社のSPG熱電発電モジュールの進化は、産業廃熱を電力に変換する技術が、

より実用的で大規模な応用へと移行していることを示しています。今後、鉄鋼業、ガラ

ス製造業、セメント工場、化学プラントなど、大量の廃熱を排出する産業分野での導入

が加速するでしょう。これにより、企業の運用コスト削減、エネルギー自給率の向上、

そして二酸化炭素排出量の削減に直接貢献します。さらに、これらのモジュールは、

IoTセンサーや無線通信機器の電力源としても利用できるため、スマートファクトリー

の実現にも寄与する可能性を秘めています。Same Skyは、今後も技術革新を通じて、

持続可能な社会の実現に貢献していく姿勢を示しています。

元記事: https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.electronicsforu.com/news/thermoelectric-modules-harvest-waste-heat


#05 国際研究チーム、メタサーフェス技術で光変換効率

を72,000倍に向上させフォトニックコンピューティング

を革新

概要

グラーツ工科大学、ハーバード大学、テキサス大学オースティン校の国際研究チーム

が、光変換効率を驚異的な72,000倍に向上させる革新的なメタサーフェス技術を開発

しました。この超薄型半導体層と精密設計されたナノ構造は、光と物質の相互作用を

最適化し、長年のボトルネックを解消します。このブレークスルーは、フォトニック

デバイス、高速データ処理、チップスケール量子技術の小型化と高性能化を加速さ

せ、情報技術の未来を再構築する可能性を秘めています。特に、光コンピューティン

グの実用化に向けた大きな一歩となります。

公開日 2026年09月10日  Wonford-press  オーストリア



詳細

主要成果

グラーツ工科大学、ハーバード大学、テキサス大学オースティン校からなる国際研究チ

ームは、光の非線形周波数変換効率を前例のない72,000倍に高める革新的なメタサー

フェス技術を開発しました。このブレークスルーは、超薄型の半導体層と精密に設計さ

れたナノ構造を組み合わせることで実現され、光と物質の相互作用を最適化します。こ

れにより、長年の課題であった光変換効率のボトルネックが解消され、フォトニックデ

バイスの小型化と高性能化への道が開かれました。

技術詳細

開発されたメタサーフェスは、多量子井戸ヘテロ構造（multi-quantum-well

heterostructure）とプラズモニックナノグレーティングを組み合わせたハイブリッド

構造を特徴とします。この超薄型半導体層（ナノ構造）は、入射光の波長を調整し、特

定の材料の原子と共鳴させることで、非線形光学効果を劇的に増強します。特に、この

構造は、光の波長を効果的に変換（例えば、赤外光を可視光に、あるいは異なる周波数

に）する際に、従来の結晶ベースの非線形光学材料よりもはるかに少ない光強度で、は

るかに高い効率を達成します。量子井戸構造は電子を閉じ込め、高い非線形応答を可能

にし、ナノグレーティングは光の局在化と増強に寄与します。

背景と業界文脈

フォトニックコンピューティングと量子情報技術は、データ処理速度とセキュリティを

飛躍的に向上させる可能性を秘めていますが、光と物質の相互作用が弱いため、効率的

な光変換が大きな障壁となっていました。従来の非線形光学材料は、変換効率を高める

ために大きな体積や高い光強度を必要とし、デバイスの小型化や集積化を妨げていまし

た。今回のメタサーフェス技術は、これらの課題を克服し、チップスケールでの高効率

な光変換を可能にすることで、フォトニック集積回路や量子通信、量子コンピューティ

ングの発展を加速させるものです。



今後の展望

光変換効率が72,000倍に向上したこのメタサーフェス技術は、情報技術の未来を根本

的に変える可能性を秘めています。例えば、超高速データ処理、エネルギー効率の高い

光コンピューター、次世代の光通信システム、さらにはチップスケールでの量子ビット

間インターフェースの実現に貢献するでしょう。この技術は、可視光カメラで赤外線を

見るような新たなイメージング技術や、量子情報伝達の効率化にも応用可能です。今

後、この技術をさらにスケールアップし、商業製品に統合するための研究開発が活発化

すると予想され、新たな市場とイノベーションを生み出すドライバーとなるでしょう。

元記事: https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-

conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/
https://wonford.com/2026/09/10/breakthrough-metasurface-tech-boosts-light-conversion-efficiency-by-72000-times-reshaping-photonic-computing/


#06 MAKO Advanced Materials、硬化時間を9分に

短縮するCreel-Free一方向炭素繊維プリプレグ

「HyperCure」を発表

概要

MAKO Advanced Materials社は、独自のHyperCureエポキシ樹脂システムを統合し

た「Creel-Free一方向（UD）炭素繊維プリプレグ」を発表しました。この革新的な

材料は、製造メーカーに対し、わずか9〜10分という大幅な硬化時間の短縮、低い最

小発注数量（MOQ）、および短いリードタイムを提供します。これにより、航空宇

宙、防衛、モータースポーツ、医療分野など、高性能複合材料を必要とする産業にお

ける製造効率を飛躍的に向上させます。特に、生産サイクルが重要視される自動車や

スポーツ用品分野への貢献が期待されます。

公開日 2026年09月14日  The National Law Review  アメリカ



詳細

主要成果

MAKO Advanced Materials社は、カスタム炭素繊維補強材と独自のHyperCureエポ

キシ樹脂システムを統合した、新しい「Creel-Free一方向（UD）炭素繊維プリプレグ」

を発表しました。この画期的な製品は、複合材料製造における硬化時間をわずか9〜10

分に短縮することを可能にし、同時に低い最小発注数量（MOQ）と短いリードタイム

を提供します。これにより、航空宇宙、防衛、モータースポーツ、医療など、高性能が

要求される産業分野における生産効率と柔軟性が飛躍的に向上します。

技術詳細

Creel-Free UD炭素繊維プリプレグは、従来のプリプレグ製造で必要とされた大型の糸

巻き（Creel）設備を不要とすることで、製造プロセスを簡素化し、材料の無駄を削減

します。HyperCureエポキシ樹脂システムは、特別な触媒と硬化剤の配合により、迅速

な硬化反応を可能にします。このシステムは、室温での優れた保存安定性を維持しつ

つ、加熱硬化時に急速に反応が進むように設計されています。その結果、従来のプリプ

レグが数時間かけて硬化するのに対し、HyperCureは数分で構造的な強度を発揮する

ため、生産スループットを大幅に向上させ、製造工程のボトルネックを解消します。

背景と業界文脈

高性能複合材料が広く利用される航空宇宙、防衛、自動車産業では、部品の軽量化と強

度向上が不可欠です。しかし、これらの材料の製造プロセスは、特にプリプレグの硬化

に長時間を要することが多く、生産効率やコストに大きな影響を与えてきました。ま

た、多種多様なニーズに対応するための小ロット生産や迅速なプロトタイピングの需要

も高まっています。MAKO Advanced Materials社のHyperCureプリプレグは、この

ような市場の要求に応えるものであり、製造時間の短縮と柔軟性の向上を通じて、複合

材料業界全体の競争力強化に貢献します。



今後の展望

MAKO Advanced Materials社のCreel-Free UD炭素繊維プリプレグとHyperCureエ

ポキシ樹脂システムの登場は、複合材料製造の未来を再定義する可能性を秘めていま

す。特に、短時間での部品生産が求められるモータースポーツや自動車産業、そして医

療機器やスポーツ用品など、高機能性とコスト効率が両立する市場での採用が加速する

と予想されます。今後、この技術は、より複雑な形状や大規模な構造への応用、さらに

は自動化された複合材料製造プロセスへの統合が進むことで、複合材料部品の設計と生

産において新たな標準を確立する可能性を秘めています。MAKO Advanced Materials

は、この革新的な材料ソリューションを通じて、持続可能な製造プロセスの発展にも貢

献していくでしょう。

元記事: https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-introduces-creel-

free-unidirectional-carbon-fiber

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-introduces-creel-free-unidirectional-carbon-fiber
https://natlawreview.com/press-releases/mako-advanced-materials-introduces-creel-free-unidirectional-carbon-fiber


#07 ドレクセル大学、気相合成による2次元MXeneの新

製法を確立し、電子・量子技術への応用を拡大

概要

ドレクセル大学の研究者らは、2次元の新規材料であるMXene（マキシン）を、気相

合成という新しいプロセスで結晶性かつ大規模に製造することに成功しました。この

方法は、工業的な酸化チタン製造プロセスと類似しており、電子、光通信、量子コン

ピューティングなどの分野で、大面積かつウェハースケールのMXene結晶の生産可能

性を示唆しています。これまでの溶液ベースの剥離法に比べ、MXeneの品質と均一性

を大幅に向上させ、次世代エレクトロニクスへの応用を加速させる画期的な技術で

す。特に、半導体産業への影響が期待されます。

公開日 2026年09月17日  Drexel University  アメリカ



詳細

主要成果

ドレクセル大学の研究チームは、2次元の遷移金属炭化物・窒化物であるMXene（マキ

シン）を、ガスから固体への直接成長によって結晶性かつ大面積に製造する新しい気相

合成プロセスを発見しました。この革新的な手法は、工業的な二酸化チタン生産と類似

性があり、大面積およびウェハースケールでのMXene結晶の製造が実現可能であること

を示唆しています。これにより、MXeneの品質と均一性が大幅に向上し、電子工学、

光通信、量子コンピューティングなどの次世代技術への応用が拡大すると期待されま

す。

技術詳細

これまでMXeneの製造は、主に積層されたMAX相材料からフッ化水素酸などのエッチ

ング剤を用いて剥離する溶液ベースのプロセスが主流でした。しかし、この方法では得

られるMXeneシートのサイズや品質にばらつきがあり、大規模生産や高品質な単結晶

の作製が困難でした。今回開発された気相合成は、原料ガス（例：金属ハロゲン化物と

炭素・窒素源）を高温で反応させ、基板上に直接MXeneの結晶を成長させるもので

す。このドライプロセスにより、欠陥の少ない、より純粋で結晶性の高いMXeneシー

トを、これまで不可能だった大面積で均一に形成することが可能になります。ウェハー

スケールでの合成が実現すれば、半導体プロセスへの統合が容易になり、産業応用が加

速します。

背景と業界文脈

MXeneは、その優れた電気伝導性、高い表面積、調整可能なバンドギャップなどか

ら、エネルギー貯蔵（スーパーキャパシタ、バッテリー）、電磁波シールド、センサー、

柔軟な電子デバイスなどの分野で大きな注目を集めています。しかし、製造プロセスの

課題が、これらの潜在的な応用分野での実用化を制限していました。特に、大面積で高

品質なMXeneが必要とされる半導体や光電子デバイス分野では、既存の溶液プロセス

は不向きでした。ドレクセル大学の気相合成技術は、この製造上のボトルネックを解消

し、MXeneの産業応用を大きく推進するものです。



今後の展望

この気相合成による大面積・高品質MXeneの製造技術は、未来のエレクトロニクスに

革命をもたらす可能性を秘めています。例えば、超高速トランジスタ、高効率の光検出

器、フレキシブルディスプレイ、さらには量子情報デバイスのキー材料として利用され

ることが期待されます。半導体製造ラインでのウェハースケール統合が実現すれば、現

在のシリコンベースの技術を補完し、あるいは一部を代替する新世代材料としてMXene

の地位を確立するでしょう。今後、この技術のさらなる最適化と、異なるMXene組成

への適用可能性が探求され、関連産業との連携による早期の実用化が期待されます。

元記事: https://drexel.edu/news/archive/2026/September/vapor-phase-synthesis-MXenes

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://drexel.edu/news/archive/2026/September/vapor-phase-synthesis-MXenes


#08 メルボルン大学、メタサーフェス光学スクリーンで

赤外線画像を可視化し、安価な赤外線カメラ実現へ

概要

メルボルン大学を中心とする研究者らは、微小な希土類ナノ粒子で覆われた光学スク

リーン、すなわち「メタサーフェス」を開発し、目に見えない赤外光を直接可視光に変

換することに成功しました。この革新的な技術により、変換された画像は1000倍以上

明るくなり、安価で小型・軽量な赤外線カメラの実現に道を開きます。特に、夜間視

認、遠隔センシング、生体医療画像処理などの分野で、高性能かつ低コストなソリュ

ーションを提供します。これにより、赤外線技術の適用範囲が大幅に拡大すると期待

されます。

公開日 2026年09月16日  EurekAlert!  オーストラリア



詳細

主要成果

メルボルン大学の研究チームは、微小な希土類ナノ粒子を組み込んだ独自の「メタサー

フェス光学スクリーン」を開発しました。このスクリーンは、目に見えない赤外光を直

接、高効率で可視光へと変換する能力を持ち、変換された画像は既存技術と比較して

1000倍以上明るくなります。このブレークスルーは、高価で大型になりがちだった従

来の赤外線検出器を不要にし、小型、軽量、安価な次世代赤外線カメラの実現に大きく

貢献します。

技術詳細

開発されたメタサーフェスは、特定の波長の光と相互作用するように設計された人工的

なナノ構造体です。このスクリーン表面には、希土類元素（例：エルビウム、イッテル

ビウム）を用いたナノ粒子が精密に配置されています。これらのナノ粒子は、赤外光の

エネルギーを吸収し、そのエネルギーを介して電子が励起され、その後、より高いエネ

ルギー準位に遷移した後に可視光を放出（アップコンバージョン）します。このプロセ

スは、非常に高い量子効率で発生するように最適化されており、そのため変換された可

視光画像は極めて明るくなります。スクリーン構造自体も、光の散乱と吸収を最大化す

るように設計されています。

背景と業界文脈

赤外線カメラは、暗闇での視認、熱画像、医療診断、産業モニタリングなど、多岐にわ

たる分野で不可欠なツールです。しかし、現在の赤外線カメラは、冷却を必要とする高

性能な半導体検出器に依存しているため、高価で、大きく、消費電力も高いという課題

がありました。このため、広く普及するには至っていません。今回のメタサーフェス技

術は、従来の検出器が不要になることで、これらのコストとサイズの障壁を打ち破り、

赤外線イメージング技術の民主化を促進する可能性を秘めています。



今後の展望

この新しいメタサーフェス光学スクリーンは、夜間視認システム、自動車の安全機能、

監視カメラ、遠隔センシング（環境モニタリング、農業）、さらにはスマートフォンへの

組み込み型赤外線カメラなど、幅広い民生用および産業用アプリケーションへの応用が

期待されます。特に、医療分野では、非侵襲的な診断ツールの低コスト化に貢献する可

能性があります。研究チームは、この技術の量産化に向けたプロセスの最適化と、異な

る波長帯域への対応能力の拡大に注力するでしょう。この技術は、これまで専門分野に

限られていた赤外線イメージングを、より身近で利用しやすいものに変革する重要なキ

ーテクノロジーとなるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1144136

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1144136


#09 大阪公立大学、レーザー照射による高エントロピー

合金の作製・元素比精密制御に成功、次世代材料開発を加

速

概要

大阪公立大学の研究グループは、水中レーザー照射法を用いて多元素高エントロピー合

金（HEAs）の微粒子作製に成功しました。この研究では、不均一な元素分布の原因

を特定し、元素比を精密に制御できることを確認しました。これにより、組成設計の

自由度が高いHEAsの特性を最大限に引き出し、次世代材料の基礎研究と応用開発に

新たな道を拓きます。特に、高機能構造材料や触媒としての応用が期待され、材料科

学分野に大きなインパクトを与えるでしょう。この成果は、新材料開発のプロセスを

加速させます。

公開日 2026年09月10日  Science Japan  日本



詳細

主要成果

大阪公立大学の研究グループは、水中でのレーザー照射法を用いることで、多元素から

なる高エントロピー合金（HEAs）の微粒子を効率的に作製することに成功しました。

さらに、本研究では、これまで課題となっていた微粒子内部の不均一な元素分布の原因

を特定し、その上でレーザープロセスを最適化することで、HEAsの元素比を精密に制

御できることを実証しました。この技術は、組成設計の自由度が高いHEAsの特性を最

大限に引き出し、次世代材料開発の基礎を強化するものです。

技術詳細

研究チームは、目的とする複数の金属ターゲットを水中に配置し、その上から高出力パ

ルスレーザーを照射しました。レーザーアブレーションにより金属がプラズマ化し、水

中での急冷・凝縮によってナノスケールの合金粒子が形成されます。このプロセスにお

いて、レーザーのエネルギー密度、パルス幅、溶液環境などのパラメーターを精密に調

整することで、合金粒子内の各元素の固溶度と均一性を制御しました。特に、レーザー

照射後の冷却速度が、粒子内の元素分布に大きな影響を与えることを突き止め、これを

最適化することで、均一な元素分布を持つ高エントロピー合金微粒子の作製が可能とな

りました。

背景と業界文脈

高エントロピー合金は、高強度、高靭性、優れた耐熱性・耐食性など、複数の優れた特

性を兼ね備えることから、航空宇宙、エネルギー、医療などの分野で大きな期待を集め

ています。しかし、多様な元素を均一に混合し、目的とする組成を持つHEAsを効率的

に作製することは、依然として大きな課題でした。従来の溶融凝固法では、元素間の密

度差や融点差により偏析が生じやすく、ナノスケールでの組成制御は特に困難でした。

水中レーザー照射法は、急冷効果により偏析を抑制し、ナノ粒子化が可能であるため、

HEAsの作製に有望な技術として注目されています。



今後の展望

今回の大阪公立大学の成果は、高エントロピー合金の組成設計の自由度を大幅に高め、

これまで困難だった特定の機能を持つHEAsの作製を可能にします。将来的には、この

技術を用いて、より高性能な構造材料、高効率な触媒、耐久性の高いコーティング材

料、あるいは優れた磁気特性や熱電特性を持つ機能性材料の開発が期待されます。特

に、3Dプリンティングとの組み合わせにより、複雑な形状のHEAs部品を製造する可能

性も開かれます。今後、このレーザー照射法をさらに発展させ、大規模生産へのスケー

ルアップや、異なる多元素系合金への適用可能性を探求することで、新材料科学のフロ

ンティアを拡大していくでしょう。

元記事: https://sj.jst.go.jp/news/202609/n0910-02p.html

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sj.jst.go.jp/news/202609/n0910-02p.html


#10 NovoLINC、AIチップ向け業界最高レベル熱抵抗

0.7 mm²•K/Wを達成する次世代TIM「MaxLINC」を発

表

概要

カーネギーメロン大学発のスタートアップNovoLINCが、マルチキロワットAIチップ向

けに最適化された次世代熱界面材料（TIM）「MaxLINC」を発表しました。独自のナノ

構造複合アーキテクチャに基づき、MaxLINCは業界最高レベルの熱抵抗0.7

mm²•K/Wという超低値を達成します。これにより、AIサーバーの冷却エネルギー消

費を20%以上削減し、高性能コンピューティングにおける重要な熱ボトルネックを解

消します。この技術は、AIデータセンターの運用コスト削減と計算能力向上に大きく

貢献する画期的なソリューションです。半導体産業における高性能化の鍵となるでし

ょう。

公開日 2026年09月17日  Morningstar  アメリカ



詳細

主要成果

カーネギーメロン大学のスピンアウト企業であるNovoLINC社は、マルチキロワット級

AIチップ向けに特別に設計された次世代熱界面材料（TIM）「MaxLINC」を発表しまし

た。MaxLINCは、同社独自のナノ構造複合アーキテクチャに基づき、業界最高レベル

の0.7 mm²•K/Wという極めて低い熱抵抗を実現します。この画期的な性能により、AI

サーバーの冷却に必要なエネルギーを20%以上削減し、高性能コンピューティング

（HPC）における長年の熱問題に対する重要な解決策を提供します。

技術詳細

MaxLINCの卓越した熱伝導性能は、精密に設計されたナノ構造複合アーキテクチャに

由来します。このTIMは、熱伝導率の高いナノ材料を効率的に配置し、ポリマーマトリ

ックス内に統合することで、熱が効率的にチップからヒートシンクへと伝達される経路

を形成します。特に、界面の熱抵抗（接触熱抵抗）を最小限に抑えることに成功してお

り、これはTIMの性能を決定する上で極めて重要な要素です。従来のTIMと比較して、

MaxLINCは接触界面での熱の流れを妨げるボイドやミクロな不均一性を大幅に削減

し、均一かつ効率的な熱伝達を実現します。これにより、AIチップが高負荷で動作する

際に発生する膨大な熱を効果的に管理し、チップの性能低下や損傷を防ぎます。

背景と業界文脈

AI、機械学習、高性能コンピューティングの急速な発展に伴い、CPUやGPUなどのプ

ロセッサはますます多くの電力を消費し、発熱量が増大しています。特に、数キロワッ

トに達するAIチップの発熱は、データセンターの運用において最も深刻な課題の一つと

なっています。効果的な熱管理は、チップの安定した性能維持と寿命延長、データセン

ター全体のエネルギー効率（PUE）向上に不可欠です。NovoLINCのMaxLINCは、こ

のような高発熱密度チップの冷却要求に応えるために特化して開発されたものであり、

既存の熱管理ソリューションの限界を打破するものです。



今後の展望

MaxLINCの登場は、AIデータセンターおよび高性能コンピューティング業界に大きな

影響を与えるでしょう。冷却エネルギーを20%以上削減できることは、運用コストの削

減だけでなく、持続可能なITインフラの実現に貢献します。また、チップの温度を効果

的に管理することで、AIモデルのより高速な学習や、より大規模な計算の実行が可能と

なり、AI技術のさらなる進化を後押しします。NovoLINCは、今後、MaxLINCの量産

化と、サーバーメーカーやチップベンダーとの連携を強化し、高性能コンピューティン

グ市場におけるリーディングカンパニーとしての地位を確立していくことが期待されま

す。この技術は、半導体デバイスの将来的な性能向上と、グリーンITの実現に向けた重

要なキーテクノロジーとなるでしょう。

元記事: https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-

launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-

ai-chips

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips
https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips
https://www.morningstar.com/news/pr-newswire/20260917ph50124/novolinc-launches-maxlinc-achieving-industry-leading-07-mmkw-thermal-resistance-for-multi-kilowatt-ai-chips


#11 iGii社、独自炭素ナノ材料「Gii」の商業化に向け

2650万ユーロの資金調達を達成

概要

スコットランド・スターリングを拠点とするディープテック企業iGiiが、独自の3次元

多孔質炭素ナノ材料「Gii」の商業化と産業採用を加速させるため、2649万ユーロ（約

26.5百万ユーロ）の新規資金を調達しました。室温で製造可能で産業規模にスケール

アップできるGiiは、主要材料のサプライチェーン圧力に直面する多岐にわたる産業の

製造業者に、高性能材料プラットフォームを提供します。この大型資金調達は、革新

的炭素材料が産業界の持続可能性と競争力向上に貢献する可能性を示唆しています。

特に、電池、センサー、複合材料分野での応用が期待されます。

公開日 2026年09月16日  EU-Startups  イギリス



詳細

主要成果

スコットランドのスターリングに拠点を置くディープテック企業iGii社は、独自開発の3

次元多孔質炭素ナノ材料「Gii」の商業化と産業分野での採用を加速させるため、2649

万ユーロ（約26.5百万ユーロ）の新たな資金調達を成功させました。Gii材料は、室温

での製造が可能であり、かつ産業規模での量産に適しているという特徴を持ちます。こ

の資金調達は、サプライチェーンの課題に直面する多くの製造業に対し、高性能な材料

プラットフォームを提供するiGiiの能力を強化するものです。

技術詳細

Giiは、独自の合成プロセスによって製造される3次元の多孔質炭素ナノ材料であり、極

めて高い表面積と電気伝導性、化学的安定性を有しています。室温での製造が可能であ

るため、エネルギー消費を抑え、製造コストを削減できるという大きな利点がありま

す。また、この合成プロセスは、材料の微細構造と多孔度を精密に制御できるため、特

定の応用分野に合わせた特性を持つGii材料を設計することが可能です。例えば、電池電

極材料としての利用では、高エネルギー密度と高速充放電特性を実現し、センサー分野

では、高感度かつ高選択的な検出を可能にします。このスケーラブルな製造法は、大量

生産が必要な産業応用に特に適しています。

背景と業界文脈

世界的に、高性能な材料に対する需要は高まる一方で、サプライチェーンの不安定性や

製造コストの増大が多くの産業で課題となっています。特に、持続可能性と環境負荷の

低減が重視される現代において、エネルギー効率が高く、環境に優しい材料製造プロセ

スの開発が求められています。iGii社のGii材料は、室温で製造可能という特性が、これ

らの課題に対する革新的な解決策を提供します。従来の炭素材料の製造プロセスと比較

して、Giiはエネルギー消費と二酸化炭素排出量を大幅に削減できる可能性を秘めてお

り、循環型経済への貢献も期待されます。



今後の展望

iGii社が獲得した2649万ユーロの資金は、Gii材料の生産能力を拡大し、市場投入を加

速させるために活用されます。同社は、エネルギー貯蔵（スーパーキャパシタ、リチウ

ムイオン電池、燃料電池）、センサー、複合材料、水処理、触媒など、幅広い分野での

Giiの応用を目指しています。特に、持続可能なモビリティ、グリーンエネルギー、スマ

ートデバイスといった成長分野でのGiiの採用が加速すると予想されます。iGiiは、この

独自の炭素ナノ材料を通じて、産業界のサプライチェーンのレジリエンスを高め、より

持続可能で高性能な製品開発に貢献していくでしょう。この技術は、未来の材料イノベ

ーションを牽引する重要な存在となる可能性を秘めています。

元記事: https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-million-to-

commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-million-to-commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/
https://www.eu-startups.com/2026/09/stirling-based-igii-secures-e26-5-million-to-commercialise-its-proprietary-carbon-nanomaterial/


#12 Bactiguard、整形外科インプラント向け独自貴金

属コーティングが感染予防に優れた耐久性を示す新データ

を発表

概要

Bactiguard社は、整形外科インプラントの表面改質における独自の貴金属コーティン

グアプローチが、優れた耐久性と感染予防効果を持つことを裏付ける新データを発表

しました。この技術は、銀、金、パラジウムといった貴金属をインプラント表面に強

固に結合させ、細菌の付着やバイオフィルム形成を効果的に抑制します。特に、外傷

および再建手術における感染症リスクの低減に貢献し、長期的な患者アウトカムを改

善する差別化されたメカニズムを提供します。インプラント関連感染症（IRI）対策に

おける革新的な進歩として注目されます。

公開日 2026年09月17日  TradingView  スウェーデン



詳細

主要成果

Bactiguard社は、整形外科インプラント表面改質に用いられる同社独自の貴金属コー

ティングが、その優れた耐久性と細菌付着防止効果を持つことを裏付ける新たなデータ

を公開しました。このコーティング技術は、銀、金、パラジウムといった貴金属をイン

プラント表面に強固に結合させることで、細菌の定着とバイオフィルム形成を効果的に

抑制し、インプラント関連感染症（IRI）のリスクを低減します。この新たなデータは、

Bactiguardのソリューションが外傷および再建手術において、長期的な感染予防と患

者の安全に貢献する、他に類を見ないアプローチであることを再確認するものです。

技術・臨床詳細

Bactiguardのコーティングは、極薄の貴金属合金層を医療機器の表面に恒久的に結合

させることで機能します。この貴金属合金は、細菌が表面に付着するのを物理的に阻害

し、バイオフィルムの形成を防ぎます。重要なのは、抗菌剤が溶出しない「非リーディ

ング」メカニズムであるため、細菌の薬剤耐性獲得のリスクが低く、環境への影響も最

小限に抑えられます。公開された新データは、体液や機械的ストレスに晒される整形外

科インプラントという過酷な環境下においても、コーティングの完全性と細菌付着防止

効果が長期にわたって維持されることをin vitroおよびin vivo試験で示しています。こ

れにより、感染症のリスクが減少するだけでなく、患者の術後合併症率や再手術率の低

減にも寄与すると期待されます。

背景・業界文脈

整形外科手術におけるインプラント関連感染症（IRI）は、患者に深刻な苦痛、再手術、

医療費の増大をもたらす大きな課題です。世界の医療経済において、IRIによる負担は年

間数十億ドルに上ると推定されています。このため、インプラント表面の抗菌性を高め

る技術開発が急務となっています。従来の抗菌インプラントには、抗生物質溶出型や銀

イオン放出型などがありますが、薬剤耐性や効果の持続性に関する懸念がありました。

Bactiguardの貴金属コーティングは、これらの課題に対応し、長期的な安全性が実証

された差別化されたソリューションを提供します。



今後の展望

Bactiguardの新データは、整形外科インプラントにおける同社の貴金属コーティング

技術の信頼性をさらに高め、市場での採用を加速させるでしょう。今後、外傷インプラ

ント（骨折治療用プレートや髄内釘）だけでなく、人工関節（股関節、膝関節）などの

広範な整形外科領域での応用が期待されます。また、心血管、泌尿器科、集中治療室な

どで使用される他の医療機器への応用も視野に入っています。Bactiguardは、この独

自の技術を通じて、医療機器関連感染症（MD-HAI）の世界的負担を軽減し、より安全

な医療環境の実現に貢献していくことを目指しています。規制当局からのさらなる承認

取得と、グローバル市場での普及が今後の焦点となるでしょう。

元記事: https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-

reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-

modification/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/
https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/
https://www.tradingview.com/news/modular_finance:8494c5e2526a5:0-new-data-reinforce-bactiguard-s-distinct-and-durable-approach-to-orthopedic-implant-surface-modification/


#13 BASF、高水透過性ナイロン「Ultramid H33 L」

など、レジリエンス・持続可能性・性能を両立した新プラ

スチックを発表

概要

BASFはFakuma 2026で、レジリエンス、持続可能性、性能を兼ね備えた新材料ソリ

ューションを発表しました。特に、食品包装向けに世界初の高水透過性熱可塑性ポリ

アミド「Ultramid® H33 L」を披露しました。他にも、黄変指数を改善したポリアミ

ド66「Ultramid® A27AE1 L」や、軽量で耐衝撃性に優れた自動車部品向け粒子フォ

ーム「Ultramid® Expand」などを発表。これらのイノベーションは、プラスチック業

界が持続可能な未来へ移行するための新たな選択肢を提供します。包装、自動車、エ

レクトロニクスなど多岐にわたる産業での応用が期待されます。

公開日 2026年09月17日  BASF  ドイツ



詳細

主要成果

BASFは、Fakuma 2026展示会において、レジリエンス（回復力）、持続可能性、高性

能という3つの主要な特性を両立させた複数の新材料ソリューションを発表しました。

中でも注目すべきは、食品包装業界向けに世界で初めて開発された、高水透過性を持つ

熱可塑性ポリアミド「Ultramid® H33 L」です。このほか、改良されたポリアミド66

「Ultramid® A27AE1 L」や、軽量で衝撃吸収性に優れた粒子フォーム「Ultramid®

Expand」なども披露され、プラスチック業界の次なる進化を示しました。

技術詳細

Ultramid® H33 L：このポリアミドは、従来の包装材にはない高い水蒸気透過率を持

ちながら、優れた機械的強度を維持します。これにより、特定の食品（例：乾燥食品）

が包装内で結露することなく、鮮度をより長く保つことが可能になります。これは、包

装設計の新たな自由度を提供し、食品廃棄物の削減にも貢献します。

Ultramid® A27AE1 L：このポリアミド66は、自動車部品やエレクトロニクス部品で

要求される厳しい熱負荷や紫外線曝露後も、優れた色安定性（低い黄変指数）を維持し

ます。美観と機能性を両立させることで、製品の寿命と品質を向上させます。

Ultramid® Expand：粒子フォーム技術を応用したこの素材は、非常に軽量でありな

がら、高い衝撃吸収性能と断熱性を提供します。自動車の軽量構造部品、衝突安全部

品、あるいは断熱材として利用することで、エネルギー効率の向上と安全性の両立を実

現します。

Elastollan® TPU：光透過性に優れた熱可塑性ポリウレタン（TPU）で、LED照明や

導光体ソリューションに最適です。設計の自由度が高く、耐久性にも優れています。

背景と業界文脈

プラスチック業界は、気候変動対策、資源効率、循環型経済への移行という大きな課題

に直面しています。消費者や規制当局からの持続可能性への要求は高まる一方、製品の

性能や安全性への妥協は許されません。BASFの新製品群は、これらの相反する要求に

応えるために、材料科学のイノベーションを通じて、バイオベース原料の使用、リサイ

クル性の向上、製品寿命の延長といったアプローチを統合しています。これにより、同

社はプラスチックの価値鎖全体における持続可能なソリューションの提供を強化してい

ます。



今後の展望

BASFが発表したこれらの革新的なプラスチック材料は、食品包装の鮮度保持、自動車

の軽量化と安全性向上、エレクトロニクス製品の信頼性向上など、多岐にわたる産業分

野で大きなインパクトをもたらすでしょう。特にUltramid® H33 Lは、食品ロス削減と

いう世界的な課題に対する解決策を提供し、Ultramid® Expandは、電気自動車の航続

距離延長や安全強化に貢献します。今後、BASFはこれらの材料の実用化と市場展開を

加速させるとともに、顧客企業との連携を通じて、個々のアプリケーションに最適化さ

れたソリューションを提供していくと見られます。これらの材料は、持続可能でレジリ

エントな社会を実現するための重要な貢献となるでしょう。

元記事: https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-153

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.basf.com/global/en/media/news-releases/2026/09/p-26-153


#14 Alexium International、生分解性マイクロカプセ

ル化相変化材料「EcoTek」を発表、熱管理市場に新風

概要

Alexium International社が、生分解性マイクロカプセル化相変化材料（mPCM）の新

ファミリー「EcoTek」を発表しました。EcoTekは、OECD 301F試験に合格した生

分解性マイクロカプセルを特徴とし、テキスタイル、アパレル、家具、建築、エレクト

ロニクス、医療機器など幅広い市場での熱管理を目的としています。この材料は、使

用中の耐久性と使用後の生分解性を両立させ、環境負荷を低減しながら高性能な温度

調節機能を提供します。特に、繊維製品や建材の分野で持続可能な熱管理ソリューシ

ョンとして注目されます。

公開日 2026年09月17日  BedTimes Magazine  アメリカ



詳細

主要成果

Alexium International社は、生分解性マイクロカプセル化相変化材料（mPCM）の新

製品群「EcoTek」を発表しました。EcoTekは、OECD 301F試験をクリアした生分解

性マイクロカプセルを採用している点が最大の特徴であり、これにより製品寿命を終え

た後の環境への影響を最小限に抑えます。この革新的な材料は、テキスタイル、アパレ

ル、家具、建築、エレクトロニクス、医療機器など、広範な市場における熱管理ソリュ

ーションとして提供されます。

技術詳細

EcoTekのmPCMは、相変化材料（PCM）を非常に小さなマイクロカプセルに封入した

もので、PCMが融解・凝固する際に大量の潜熱を吸収・放出することで、周囲の温度

を一定に保つ機能を提供します。例えば、暑い時には熱を吸収して涼しさを保ち、寒い

時には熱を放出して暖かさを提供します。この材料の革新性は、カプセル壁が生分解性

である点にあります。OECD 301F試験は、水性環境下での生分解性を評価する国際的

な標準であり、EcoTekがこの基準を満たすことは、環境に対するその優位性を明確に

示しています。従来のmPCMカプセルには、生分解性に課題があるものが存在しました

が、EcoTekは、高性能な熱管理と環境持続性を両立させます。

背景と業界文脈

近年、消費者の環境意識の高まりと、プラスチック汚染への懸念から、製品の持続可能

性が強く求められています。特に、機能性材料の分野では、製品の使用中だけでなく、

廃棄後の環境負荷も考慮されるようになっています。相変化材料は、その優れた熱管理

能力から多くの製品に応用されてきましたが、そのマイクロカプセルの素材が生分解性

でないことが環境的な課題として指摘されていました。Alexium International社の

EcoTekは、このギャップを埋めるものであり、熱管理市場における「グリーン」な選

択肢として、新しい基準を打ち立てるものです。



今後の展望

EcoTekの登場は、熱管理市場、特にテキスタイルや建築材料の分野に大きな影響を与

えるでしょう。生分解性であるという特性は、ブランド企業や消費者が持続可能性を重

視する中で、EcoTekを競争力のある製品へと押し上げます。例えば、アスレチックウ

ェア、寝具、アウトドアギア、住宅用断熱材、さらには車載用シートなど、体温調節や

室内温度の安定化が求められる多様な製品への応用が期待されます。Alexium

International社は、今後、EcoTekの生産能力を拡大し、グローバル市場でのパートナ

ーシップを構築していくと見られます。この技術は、高性能と環境保護を両立する未来

の熱管理ソリューションの方向性を示すものです。

元記事: https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-

ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/
https://bedtimesmagazine.com/2026/09/alexium-international-announces-launch-of-ecotek-a-new-biodegradable-microencapsulated-phase-change-material-mpcm/


#15 Elevated Materials、超薄型リチウムフィルム製

造工場建設へDOEから5000万ドルの助成金を獲得

概要

カリフォルニア州に拠点を置くスタートアップElevated Materialsが、超薄型リチウ

ムフィルムの製造技術で米国エネルギー省（DOE）から5000万ドルの助成金を獲得し

ました。この資金は、計画されている3.5 GW規模のバッテリー材料生産施設の建設費

用の半分を賄うもので、米国におけるバッテリー技術と製造能力の向上を目的として

います。この大規模な投資は、次世代バッテリーの性能向上と、国内サプライチェー

ンの強化に不可欠なものとして注目されます。特に、EVやエネルギー貯蔵システムへ

の影響が期待されます。

公開日 2026年09月16日  Dealroom  アメリカ



詳細

主要成果

カリフォルニア州に拠点を置くスタートアップ、Elevated Materials社は、超薄型リチ

ウムフィルムの製造技術が評価され、米国エネルギー省（DOE）から5000万ドルの助

成金を獲得しました。この資金は、同社が計画している3.5 GW規模のバッテリー材料

生産施設の建設費用総額の半分を賄うものです。この助成金は、米国におけるバッテリ

ー技術の革新と製造能力の強化に向けた、DOEの重要な戦略的投資の一環です。

技術詳細

Elevated Materials社が開発している超薄型リチウムフィルムは、次世代バッテリー、

特に固体電池やリチウム金属電池の性能を飛躍的に向上させる鍵となる材料です。この

フィルムは、従来の電極材料に比べてリチウムイオンの移動抵抗を大幅に低減し、バッ

テリーのエネルギー密度と急速充電能力を向上させることが期待されます。同社の製造

プロセスは、リチウム金属を非常に薄く、均一な膜として形成する独自の技術であり、

これによりバッテリーの安全性とサイクル寿命も改善されると見られています。3.5

GW規模の生産施設は、年間で数百万台の電気自動車に搭載されるバッテリーに必要な

リチウムフィルムを供給できる能力を持つことになります。

背景と業界文脈

電気自動車（EV）や大規模エネルギー貯蔵システム（ESS）の普及に伴い、高性能で安

全かつ低コストなバッテリーに対する需要が世界的に高まっています。米国政府は、こ

の分野での国際競争力を確保し、国内のサプライチェーンを強化するため、バッテリー

技術の研究開発と生産能力の増強に巨額の投資を行っています。Elevated Materials社

へのDOEの助成金は、このような国家戦略を具体化するものであり、特にリチウム金属

バッテリーのような革新的な技術を米国国内でスケールアップすることを目指していま

す。



今後の展望

Elevated Materials社への5000万ドルの助成金は、同社が米国における次世代バッテ

リー材料の主要サプライヤーとしての地位を確立する上で、決定的な役割を果たすでし

ょう。この3.5 GW規模の生産施設が稼働すれば、米国はリチウム金属バッテリー技術

の最前線に立つことができ、EVの航続距離延長や充電時間短縮に大きく貢献します。

また、国内生産能力の増強は、地政学的リスクを低減し、サプライチェーンの強靭化に

も繋がります。今後、同社は生産施設の建設と技術のさらなる最適化を進め、電気自動

車メーカーやバッテリーセルメーカーとのパートナーシップを強化していくと予想され

ます。これは、クリーンエネルギー経済への移行を加速するための重要なマイルストー

ンとなるでしょう。

元記事: https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-grant-to-build-3-

5-gw-battery-material-p/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-grant-to-build-3-5-gw-battery-material-p/
https://dealroom.co/news/151306-elevated-materials-wins-50m-doe-grant-to-build-3-5-gw-battery-material-p/


#16 中国Xingyi Core Energy Technology、宇宙用

ペロブスカイト太陽電池向けに約1400万ドルの資金調

達、柔軟なソーラーウィング開発加速へ

概要

中国のスタートアップXingyi Core Energy Technologyは、宇宙用ペロブスカイト太

陽電池およびフレキシブルパッケージ基板向けに、約1億元（約1400万米ドル）の

Pre-Aラウンド資金調達を完了しました。同社の材料技術は、ガラスパッケージと比

較してソーラーウィングの面積密度を40〜55%削減すると報告されており、軌道上で

の検証も既に完了しています。この資金調達は、軽量で高効率な宇宙用太陽電池の開

発を加速させ、衛星や宇宙探査機の電力供給に革命をもたらすでしょう。特に、低コ

スト化と高性能化の両立に貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月14日  Dealroom  中国



詳細

主要成果

中国に拠点を置くスタートアップXingyi Core Energy Technology（行翊芯能源科技）

は、宇宙用ペロブスカイト太陽電池およびフレキシブルパッケージ基板の開発を加速す

るため、約1億人民元（約1400万米ドル）に上るPre-Aラウンド資金調達を完了しまし

た。同社の材料技術は、従来のガラスパッケージ太陽電池と比較して、ソーラーウィン

グの面積密度を40〜55%削減する性能を持つと報告されており、既に軌道上での検証

も実施済みです。この資金調達は、軽量で高効率な次世代宇宙用太陽電池の実用化を大

きく前進させます。

技術詳細

Xingyi Core Energy Technology社が開発するペロブスカイト太陽電池は、その優れ

た光電変換効率と、フレキシブル基板への適用可能性から注目されています。特に宇宙

環境での利用を想定し、高エネルギー放射線耐性や広範な温度変化への適応性など、過

酷な宇宙空間での信頼性確保に向けた技術開発が進められています。同社のフレキシブ

ルパッケージ基板は、太陽電池セルを軽量かつ薄型に保護し、従来のガラス製ソーラー

パネルと比較して、ソーラーウィング全体の重量と体積を大幅に削減します。これによ

り、打ち上げコストの削減や、衛星・宇宙探査機の設計の自由度向上に貢献します。

背景と業界文脈

宇宙産業では、衛星の小型化・軽量化が進むとともに、月面・火星探査といった深宇宙

ミッションの増加に伴い、より軽量で高効率な電力供給源が求められています。従来の

シリコン系太陽電池は信頼性が高いものの、重量や剛性が課題でした。ペロブスカイト

太陽電池は、次世代太陽電池として地上での応用が期待されていますが、宇宙環境での

適用は新たな課題を伴います。Xingyi Core Energy Technology社は、このフロンテ

ィア領域に挑戦し、ペロブスカイト太陽電池の宇宙適用を可能にする技術を開発するこ

とで、宇宙産業のニーズに応えています。



今後の展望

今回の資金調達は、Xingyi Core Energy Technology社が宇宙用ペロブスカイト太陽

電池の商業化に向けた生産能力の拡大と研究開発を加速させることを可能にします。同

社のフレキシブルで軽量なソーラーウィングは、小型衛星コンステレーション、深宇宙

探査機、月面基地や火星探査ローバーなどの電力供給源として、幅広い応用が期待され

ます。軌道上検証が既に完了していることは、技術の成熟度を示すものであり、今後の

実用化に向けた大きな強みとなります。Xingyi Core Energy Technology社は、宇宙

における電力供給インフラの革新を牽引し、宇宙産業の発展に大きく貢献する可能性を

秘めています。

元記事: https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-energy-

technology-raises-pre-funding

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-energy-technology-raises-pre-funding
https://www.perovskite-info.com/space-perovskite-startup-xingyi-core-energy-technology-raises-pre-funding


#17 ペンシルベニア州立大学とライス大学、グラフェン

のナノしわで電気伝導を形状制御する新物理現象を発見

概要

ペンシルベニア州立大学とライス大学の研究者らは、グラフェンに生じる微細な「し

わ」が電気特性を変化させ、原子レベルで薄い材料の電気伝導を形状によって制御で

きることを発見しました。この成果は『Advanced Materials』に発表され、化学修

飾なしにセンサーや超薄型電子デバイスの応答性を高める可能性を示唆しています。

特殊な顕微鏡プローブを用いてしわの形状、電気エネルギー、電流を精密に測定する

ことで、この新しい物理現象が確認されました。

公開日 2026年09月17日  Penn State / Rice University  アメリカ



詳細

主要成果

ペンシルベニア州立大学とライス大学の研究チームは、グラフェンに自然発生する微細

な「しわ」が、その電気伝導特性を変化させることを実証しました。この発見は、化学

的な改変を加えることなく、材料の物理的な形状を変化させるだけで、原子レベルで薄

い材料における電気の動きを制御できる新たな道を拓くものです。この研究成果は、

『Advanced Materials』誌に掲載されました。

技術・臨床詳細

グラフェンのしわと電気伝導: 研究者らは、グラフェンのわずかな起伏（ナノしわ）

が、電子が材料内をどのように移動するかに影響を与えることを発見しました。具体

的には、しわの存在が局所的な電気ポテンシャルを変化させ、電子の流れの経路を変

えることで、電気特性を調整できることが示されました。

高分解能測定技術: この現象を観察・測定するために、研究チームは特殊な走査型顕

微鏡プローブを使用しました。これにより、グラフェンのしわの正確な形状、それに

伴う電気エネルギーの変化、および局所的な電流分布を原子スケールで同時に測定す

ることに成功しました。これは、理論的な予測を実験的に裏付ける重要なデータとな

ります。

化学修飾不要な制御: 従来の二次元材料の電気特性制御は、通常、ドーピングや表面

修飾といった化学的な手法に依存していました。本研究の発見は、物理的な構造変化

による制御が可能であることを示しており、製造プロセスや機能設計において新たな

柔軟性をもたらします。

背景・業界文脈

二次元材料、特にグラフェンは、その優れた電気的・機械的特性から、次世代のエレク

トロニクスやセンサー、エネルギーデバイスへの応用が期待されています。しかし、そ

の特性を精密に制御する方法は依然として重要な研究課題でした。今回発見された「形

状による電気伝導の制御」というメカニズムは、従来の化学的な手法とは異なる、物理

学に基づいた新しいパラダイムを提示するものです。これは、二次元材料の潜在能力を

最大限に引き出す上で極めて重要です。



今後の展望

この発見は、より応答性の高いセンサーや、極めて薄く柔軟な電子デバイスの開発に大

きく貢献する可能性があります。例えば、材料の変形を検知して電気信号を生成するス

トレインセンサーや、外部応力に応じて電気特性が変化するスマートテキスタイルなど

への応用が考えられます。将来的には、グラフェンだけでなく、他の二次元材料におい

ても同様の形状制御メカニズムが適用されることで、 atomically thin なデバイス設計

の自由度が飛躍的に向上し、新しい機能を持つ材料やシステムが生まれることが期待さ

れます。

元記事: https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-change-how-

electricity-moves-through-graphene

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-change-how-electricity-moves-through-graphene
https://www.psu.edu/news/research/story/tiny-wrinkles-bend-physics-change-how-electricity-moves-through-graphene


#18 温州大学らが室温強磁性半導体コバルト酸化物薄膜

のセンチメートル級成長に成功、キュリー温度157℃でス

ピントロニクス応用を加速

概要

国際共同研究チームは、シリコン技術と直接互換性のあるセンチメートル級の室温強

磁性半導体酸化物薄膜を成長させる新手法を開発しました。この薄膜は鉄をドープし

たコバルト酸化物で、キュリー温度が最大157℃（430 K）に達し、室温で強磁性半

導体特性を示します。この成果は、スピントロニクス、強誘電性、ニューロモルフィッ

ク素子の開発における長年の障壁を克服し、これらの次世代電子部品への道を拓くも

のです。

公開日 2026年09月10日  Spintronics-Info  中国、アメリカ、香港



詳細

主要成果

温州大学、MIT、中国科学院などの国際共同研究チームは、シリコン技術と直接互換性

を持つ、センチメートル級の単結晶室温強磁性半導体酸化物薄膜の成長に成功しまし

た。このブレークスルーは、鉄をドープしたコバルト酸化物薄膜において、キュリー温

度157℃（430 K）での室温強磁性半導体挙動を実現したもので、スピントロニクス、

強誘電性、ニューロモルフィックデバイスなどの次世代電子部品開発に大きな一歩をも

たらします。

技術詳細

研究チームは、マイカ（雲母）表面の酸素原子面を再構築するという独自の手法を採用

しました。これにより、従来の課題であった2次元金属酸化物薄膜の大型化と高品質化

を同時に達成しました。得られた鉄ドープコバルト酸化物薄膜は、均一性に優れ、セン

チメートル規模での安定した強磁性特性を発現します。この新しい成長メカニズムは、

基板表面の原子レベルでの精密な制御を可能にし、他の機能性酸化物材料への応用も期

待されます。

背景・業界文脈

既存の強磁性半導体材料は、多くの場合、室温での動作が困難であるか、シリコンベー

スの技術との統合が難しいという課題を抱えていました。特に、大面積で高品質な薄膜

の作製は、産業応用への大きな障壁となっていました。今回の技術は、これらの問題を

克服し、高性能なスピントロニクスデバイスやエネルギー効率の高いニューロモルフィ

ックコンピューティング、さらには高密度データストレージといった分野における革新

を可能にするものです。

今後の展望

この新技術は、将来の電子デバイスの小型化、高速化、低消費電力化に大きく貢献する

と見られています。特に、スピントロニクス分野においては、電子のスピン自由度を利

用した新しい情報処理技術の実現に向けて、この室温強磁性半導体薄膜が基盤材料とな

る可能性を秘めています。研究チームは今後、この材料のさらなる最適化と、実際のデ

バイスへの組み込みに向けた研究を進める計画です。



元記事: https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-centimeter-

scale-room-temperature

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-centimeter-scale-room-temperature
https://www.spintronics-info.com/reconstructed-mica-surface-yields-centimeter-scale-room-temperature


#19 ライス大学研究チーム、二酸化ルテニウム極薄膜で

新種の「アルター磁性」を発見し次世代スピントロニクス

に道

概要

ライス大学を含む研究チームが、量子材料である二酸化ルテニウム（RuO₂）を数原子

層の極薄膜として作製した際に、アルター磁性と呼ばれる珍しい形態の磁性を発現す

る証拠を発見しました。この発見は、格子ひずみがアルター磁性の誘発または制御の

チューニングノブとして機能する可能性を示唆しています。これは、次世代のスピント

ロニクスやRAMアーキテクチャにとって極めて重要であり、メモリやスピントロニク

ス技術における電子スピン操作の新たな道を拓くものです。本研究成果は学術誌に掲

載され、理論と実験が協調して新現象を解明した例として注目されます。

公開日 2026年09月15日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

ライス大学の研究者らが、数原子層の厚さしかない二酸化ルテニウム（RuO₂）の極薄

膜が「アルター磁性」と呼ばれる新規な磁気特性を示す可能性を明らかにしました。こ

の現象は、量子材料における新しい磁気状態であり、格子ひずみを利用してその磁性を

制御できることが示唆されています。この画期的な発見は、次世代のスピントロニクス

デバイスや高性能RAMの開発に向けた新たな設計指針を提供し、電子スピンの操作に

おける効率と機能性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

アルター磁性の発現: 研究チームは、これまで理論的に予測されてきたものの実験的

証拠が限られていたアルター磁性を、二酸化ルテニウムの極薄膜で初めて明確に観察

しました。アルター磁性は、強磁性や反強磁性とは異なる対称性を持つ磁気秩序で、

電子の運動量空間におけるスピン偏極が特徴です。

格子ひずみによる制御: この研究では、材料の格子に意図的にひずみを与えること

で、アルター磁性の発現を誘発・制御できることが示されました。これは、外部から

の物理的刺激によって材料の磁気特性を微調整できることを意味し、デバイス設計に

おける柔軟性を大幅に高めます。

極薄膜作製技術: RuO₂を数原子層という極限まで薄く作製する技術が、この新規磁

性の発見に不可欠でした。薄膜化することで材料の量子的な特性が顕著になり、バル

ク材料では観察されない現象が現れることが期待されます。

背景・業界文脈

現代のエレクトロニクスは、情報処理の高速化と低消費電力化を目指し、電荷だけでな

く電子のスピン状態を利用するスピントロニクスへと進化を遂げています。しかし、強

磁性体を用いた従来のスピントロニクス技術では、外部磁場による干渉や情報の局所的

な不安定性といった課題がありました。アルター磁性は、強磁性体のような強力な信号

と反強磁性体のような干渉の少なさという両者の利点を併せ持つ可能性があり、これら

の課題を克服する次世代の材料として期待されています。特に、既存のRAM技術に取っ

て代わる、より高速でエネルギー効率の高いメモリの開発に貢献するでしょう。



今後の展望

この発見は、アルター磁性材料の基礎研究を大きく前進させるものです。将来的には、

二酸化ルテニウムのようなアルター磁性材料が、磁気メモリ、センサー、量子コンピュ

ーティングの分野で応用される可能性があります。特に、格子ひずみを「チューニング

ノブ」として利用するアプローチは、材料科学とデバイス工学の新たなフロンティアを

開拓し、究極的にはより小型で、より高速、そしてよりエネルギー効率の高い電子デバ

イスの実現に寄与すると考えられます。さらなる研究により、この現象のメカニズム解

明と実用化に向けた材料最適化が進められるでしょう。

元記事: https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-strange-new-

magnetism/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-strange-new-magnetism/
https://scitechdaily.com/a-material-just-a-few-atoms-thick-reveals-strange-new-magnetism/


#20 ノースイースタン大学、分子磁性をミリ秒スケールで

正確にシミュレーションする新ソフトウェア「qdmag」

を開発

概要

ノースイースタン大学の科学者たちは、分子の動的な磁気挙動をミリ秒スケールで正確

にシミュレーションできる新ソフトウェア「qdmag」を開発しました。このPython

パッケージは、スピン-フォノン結合を組み込んだ一般化されたリンブラッド量子マス

ター方程式を解くことで、これまでアクセスできなかった動的プロセスを調査可能に

します。qdmagの、分子の磁性が長期間にわたってどのように変化するかをモデル化

する能力は、スピントロニクスおよび量子情報科学にとって重要な進歩です。

公開日 2026年09月17日  Quantum Zeitgeist (ノースイースタン大学より)  アメリカ



詳細

主要成果

ノースイースタン大学の科学者たちが、分子の動的な磁気挙動をミリ秒という比較的長

い時間スケールで高精度にシミュレーションできる画期的な新ソフトウェア「qdmag」

を発表しました。このPythonパッケージは、スピンと格子振動（フォノン）の相互作

用を考慮した一般化されたリンブラッド量子マスター方程式を解くことで、これまで計

算的に困難であった分子磁性の動的プロセスを詳細に調査することを可能にします。

qdmagは、単に静的な磁気特性を予測するだけでなく、磁性が時間とともにどのよう

に変化するかをモデル化する能力により、スピントロニクスや量子情報科学の分野に新

たな地平を切り開きます。

技術・臨床詳細

ミリ秒スケールでのシミュレーション: qdmagの最も注目すべき点は、分子スケール

の磁気ダイナミクスをミリ秒という、量子現象としては異例に長い時間スケールでシ

ミュレーションできることです。これにより、実験的に観察される多くの緩和プロセ

スやコヒーレンス時間などを理論的に理解することが可能になります。

一般化リンブラッド量子マスター方程式: このソフトウェアは、オープン量子系（環

境との相互作用を考慮する量子系）の記述に用いられるリンブラッド量子マスター方

程式を一般化したものをベースにしています。これにより、環境ノイズ（特にフォノ

ン）が分子の磁気状態に与える影響を正確にモデル化できます。

スピン-フォノン結合の組み込み: スピン-フォノン結合は、分子の磁気状態が周囲の

格子振動とどのように相互作用するかを示す重要な要素です。qdmagはこの結合を

包括的に組み込むことで、より現実的で正確なシミュレーション結果を提供します。

これは、分子磁性材料の設計において不可欠な情報となります。

Pythonパッケージとしての提供: qdmagはPythonパッケージとして開発されてお

り、オープンソースまたは広く利用可能な形で提供されることで、研究者コミュニテ

ィが容易にアクセスし、カスタマイズして使用できる利点があります。



背景・業界文脈

分子磁性体は、次世代のスピントロニクスデバイス、量子コンピューティング、データ

ストレージ、さらには分子レベルでのセンサーなど、幅広い応用が期待される材料で

す。しかし、これらの材料の磁気挙動は非常に複雑であり、特に環境との相互作用によ

る動的な変化を予測することは、実験的にも理論的にも大きな課題でした。従来のシミ

ュレーションツールは、主に静的な特性や非常に短い時間スケールに限定されることが

多く、ミリ秒のような長い時間スケールでの磁性緩和やコヒーレンス維持メカニズムの

理解は不十分でした。qdmagは、このギャップを埋め、分子磁性材料の基礎研究と応

用開発の間の架け橋となります。

今後の展望

qdmagは、単一分子磁石の設計最適化、量子ビット候補材料のコヒーレンス時間予測、

スピン情報伝達効率の向上など、スピントロニクスおよび量子情報科学における多様な

課題解決に貢献するでしょう。特に、材料科学者やデバイスエンジニアが、特定の磁気

特性を持つ分子を設計する際に、その動的挙動を事前に予測し、最適化するための強力

なツールとなります。このソフトウェアの登場により、分子磁性材料の発見から実用化

までのプロセスが加速され、より高性能で安定した量子技術の実現に大きく寄与すると

期待されます。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulation-utility-

milliseconds/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulation-utility-milliseconds/
https://quantumzeitgeist.com/quantum-molecular-magnetism-simulation-utility-milliseconds/


#21 ヨーロッパ・コーティングス：2D MXeneとCeO₂

を組み合わせたナノフィラーが耐紫外線・耐腐食性を両立

しコーティング技術を革新

概要

新たに開発されたエポキシベースの二層超疎水性コーティングは、高い機械的耐久性

と長期的な耐腐食性を提供し、シランベースのシステムと比較して接着強度を33%向

上させます。このコーティングは30日以上の腐食保護効果を発揮し、2D MXeneバリ

アとCeO₂媒介ラジカル捕捉メカニズムを組み合わせることで優れた耐紫外線性を実現

しました。この研究は、最大の疎水性が最大の腐食保護に必ずしも繋がらないという

通説に挑戦し、中程度の撥水性で最適な性能を示すことを示しています。

公開日 2026年09月11日  European Coatings  ドイツ



詳細

主要成果

欧州の研究者らが、新たなエポキシベースの二層超疎水性コーティングを開発し、これ

までの常識を覆す高い機械的耐久性、長期的な耐腐食性、および優れた耐紫外線性を同

時に実現しました。この革新的なコーティングは、既存のシランベースシステムと比較

して接着強度を33%向上させ、30日以上にわたる強力な腐食保護を提供します。さら

に、2D MXeneのバリア効果と酸化セリウム（CeO₂）によるラジカル捕捉メカニズム

を組み合わせることで、紫外線劣化への耐性も大幅に高められています。

技術・臨床詳細

二層超疎水性設計: このコーティングは、ナノスケールの階層構造を持つ二層システ

ムを採用しています。上層は超疎水性を提供し、水滴が表面に接触するのを防ぎま

す。下層は基材への強力な接着を担い、全体としての耐久性を向上させます。

MXeneとCeO₂の相乗効果: 耐紫外線性の向上には、2D層状材料であるMXeneと、

ラジカル捕捉剤として知られるCeO₂ナノ粒子が用いられました。MXeneは物理的な

バリアとして機能し、UV光の浸透を阻害するとともに、塗膜の機械的強度を高めま

す。CeO₂は、UVによって発生する活性酸素種（ラジカル）を効率的に捕捉・消去

し、高分子結合の分解を防ぎます。これらの材料の組み合わせが相乗効果を生み出

し、コーティングの寿命を大幅に延長します。

接着強度の向上: シランベースの超疎水性コーティングが課題としていた基材との接

着不良に対し、新しいエポキシベースシステムは33%の接着強度向上を達成しまし

た。これにより、外部からの物理的ストレスに対するコーティングの剥離耐性が強化

されます。

腐食保護性能: このコーティングは、過酷な条件下でも30日以上にわたり優れた腐食

保護性能を維持します。これは、水や腐食性イオンの侵入を効果的に遮断する緻密な

バリア層と超疎水性表面に起因します。

「最適な疎水性」の概念: 研究では、最大の撥水性（高コンタクトアングル）が必ず

しも最大の腐食保護を意味しないことが示され、中程度の水接触角で最適な保護性能

が得られるという興味深い知見が示されました。これは、コーティング設計における

新たな最適化戦略を示唆しています。



背景・業界文脈

金属構造物の腐食は、世界中で年間数兆ドル規模の経済損失を引き起こしており、その

対策は産業界における長年の課題です。特に、屋外で使用される構造物や航空宇宙部

品、海洋構造物などでは、紫外線と腐食性環境の複合的な劣化が深刻です。従来の腐食

防止コーティングは、効果的であっても機械的耐久性や紫外線耐性に課題があるか、あ

るいは環境負荷が高い場合がありました。この新しいコーティングは、これらの課題を

克服し、より環境に優しく、長期的な保護が可能なソリューションを提供するもので

す。

今後の展望

この多機能性コーティングは、航空機、自動車、船舶、建設、インフラなど、広範な産

業分野での応用が期待されます。特に、メンテナンスコストの削減、製品寿命の延長、

および資源効率の向上に大きく貢献するでしょう。将来的には、これらのナノフィラー

技術が他のポリマーマトリックスにも応用され、さらに多様な機能性コーティングの開

発へと発展する可能性があります。研究チームは、この技術の商業化に向けた大規模生

産プロセスの最適化と、さらなる耐久性評価を進めていく方針です。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-

combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/nanofiller-design-combines-uv-protection-and-corrosion-resistance/


#22 バークレー研究所、2D半導体内で電子-欠陥相互作

用を直接観察する新手法を開発し量子デバイス開発を加速

概要

ローレンス・バークレー国立研究所の研究者らは、高度な2D半導体内部で電子が欠陥

とどのように相互作用するかを、前例のない詳細レベルで直接観察する強力な手法を

開発しました。このアプローチは、直接イメージングと理論主導のシミュレーション

を組み合わせることで、電子の挙動が欠陥の数と種類によって劇的に変化することを

明らかにしました。Nature誌に掲載されたこの発見は、新規機能を備えた小型電子デ

バイスの開発や、量子材料における電子挙動の理解に不可欠です。

公開日 2026年09月17日  Berkeley Lab News Center (ローレンス・バークレー国立研究

所)  アメリカ



詳細

主要成果

ローレンス・バークレー国立研究所の研究者たちは、先進的な2D半導体内部における電

子と欠陥の相互作用を、これまで到達不可能だった詳細さで直接観察できる画期的な手

法を開発しました。この新アプローチは、直接イメージング技術と理論主導のシミュレ

ーションを統合することで、電子の振る舞いが半導体内の欠陥の数や種類によって劇的

に変化するという重要な知見を明らかにしました。この発見は、Nature誌に掲載さ

れ、より小型で新しい機能を備えた電子デバイスの開発や、量子材料における電子挙動

の基礎的な理解を深める上で不可欠な進歩となります。

技術・臨床詳細

直接観察と理論統合: この手法の核心は、原子分解能を持つイメージング技術を用い

て2D半導体内の電子状態を直接可視化し、それと並行して高精度な理論計算とシミ

ュレーションを行うことです。これにより、実験結果の物理的意味を深く解釈し、欠

陥構造が電子特性に与える影響を定量的に理解できるようになります。

欠陥と電子挙動の関連性: 研究チームは、欠陥が2D半導体の電気的・光学的特性にど

のように影響するかを分子レベルで明らかにしました。例えば、特定の種類の欠陥は

電子の移動度を低下させたり、新しい準位を形成して光吸収特性を変化させたりする

ことが示されました。電子の局在化や散乱メカニズムが、欠陥の存在によってどのよ

うに変調されるかが詳細に解明されています。

2D半導体の重要性: 二硫化モリブデン（MoS₂）などの2D半導体は、その原子的な

薄さゆえに、量子効果が顕著に現れ、ゲート電圧による電子特性の制御が容易である

ため、次世代のトランジスタ、センサー、光電子デバイスとして大きな期待が寄せら

れています。しかし、製造過程で生じる欠陥がデバイス性能に与える影響はこれまで

十分に理解されていませんでした。

前例のない詳細レベル: 開発された手法は、単一の欠陥レベルでの電子と欠陥の相互

作用を解明する能力を持ちます。これは、従来の巨視的な測定では不可能だった「な

ぜ欠陥がデバイス性能に影響するのか」という根本的な問いに答えるものです。



背景・業界文脈

ムーアの法則が限界に近づくにつれ、半導体業界は微細化の次なるフロンティアを求め

ています。2D材料は、その極限的な薄さと独特の物理的特性から、この課題を解決す

る鍵として注目されています。しかし、2D材料は表面積が大きいため、欠陥の影響を非

常に受けやすいという特性があります。欠陥が電子デバイスの性能、信頼性、エネルギ

ー効率に与える影響を正確に理解し、制御することは、次世代の超小型、超高速、低消

費電力デバイスの実現に不可欠です。今回の研究は、この分野における長年の課題であ

った「電子と欠陥のミクロな相互作用」の解明に大きく貢献します。

今後の展望

この新しい観察・分析手法は、2D半導体だけでなく、他の量子材料やナノ材料の欠陥

エンジニアリングにおいて、極めて強力なツールとなるでしょう。半導体メーカーは、

この知見を活用して、製造プロセスの改善や、欠陥を意図的に導入して新しい機能を作

り出す「欠陥工学」によって、これまでにない性能を持つ電子デバイスを設計・開発で

きるようになります。将来的には、より高効率な太陽電池、高性能な量子ビット、革新

的なセンサーなど、さまざまな分野での技術革新に繋がると期待されます。この研究

は、材料科学とデバイス物理学の融合を加速させ、未来のエレクトロニクス産業の発展

に不可欠な基盤を提供します。

元記事: https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons-inside-

semiconductors/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons-inside-semiconductors/
https://newscenter.lbl.gov/2026/09/17/a-new-close-up-view-of-electrons-inside-semiconductors/


#23 LG AI Research、「Exaone Discovery」で42

万種の物質から1日で発毛促進素材を発見、AI自律研究所

計画を発表

概要

LG AI Researchは「LG AI Talk Concert 2026」で、材料特性予測と新素材設計を

行う「Exaone Discovery」を含む「Expert AI」ソリューションを発表しました。同

社のAIはLG H&Hとの協業で、42万種類以上の候補物質を審査し、わずか1日で発毛

促進素材「ラムシディル」を特定しました。LG AI Researchはさらに、AIが素材合成

を予測し、ロボットが実験を行い、その結果をフィードバックして継続的に学習する

「24時間自律研究所」の設立計画も明らかにしました。

公開日 2026年09月14日  LG AI Research (36kr経由)  韓国



詳細

主要成果

LG AI Researchは、「LG AI Talk Concert 2026」にて、材料特性予測と新素材設計

を革新する「Exaone Discovery」を含む「Expert AI」ソリューションを発表しまし

た。このAI技術は、LG H&Hとの共同研究において、42万種類を超える膨大な候補物質

の中から、わずか1日で発毛促進素材「ラムシディル」を特定するという驚異的な成果

を達成しました。さらに、LG AI Researchは、AIが素材合成を予測し、ロボットが実

験を実行し、その結果をAIにフィードバックして継続的な学習を促す「24時間自律研究

所」の設立計画も公表し、素材開発プロセスの完全自動化を目指しています。

技術・臨床詳細

Exaone Discoveryの能力: 「Exaone Discovery」は、深層学習と大規模言語モデ

ル（LLM）を基盤とし、物理化学的特性データ、分子構造、材料科学論文などの膨

大な情報を学習しています。これにより、特定の機能を持つ素材の候補を高速で探

索・予測し、既存の材料では不可能だった新しい組成を設計することが可能になりま

す。

「ラムシディル」の発見プロセス: LG H&Hとの協業では、AIがヘアロス改善に貢献

する物質の探索を担いました。AIは42万種類以上の有機化合物ライブラリを分析

し、人間が数ヶ月から数年かかる作業をたった1日で完了。これにより、高い有効性

を持つ新規発毛促進素材「ラムシディル」を効率的に発見しました。この効率性は、

従来のスクリーニング手法と比較して圧倒的な差を示します。

24時間自律研究所の構想: この研究所では、AIが実験計画を立て、化学反応を予測し

ます。その後、ロボットアームや自動化された実験装置がAIの指示に基づき実際に合

成・評価実験を行います。得られたデータは即座にAIにフィードバックされ、モデル

の精度が向上し、次の実験計画に活かされます。これにより、人間の介入なしに素材

開発サイクルを高速で回すことが可能となり、研究効率を劇的に高めます。



背景・業界文脈

素材開発は、現代産業の根幹を支える分野ですが、そのプロセスは従来、時間とコスト

がかかり、試行錯誤が不可欠でした。特に、新機能を持つ素材の探索には、膨大な数の

候補物質の中から最適なものを見つけ出す必要があり、熟練した科学者の知識と経験に

大きく依存していました。AIとロボティクスを組み合わせたこのアプローチは、このよ

うな従来のボトルネックを解消し、素材開発のパラダイムを根本から変える可能性を秘

めています。これは、医薬品、電子材料、化粧品など、幅広い分野での製品イノベーシ

ョンを加速させることになります。

今後の展望

LG AI Researchの「Expert AI」ソリューションと「24時間自律研究所」の構想は、

素材科学における「第4次産業革命」を牽引するものです。この技術により、新素材の

開発期間が大幅に短縮され、市場投入までの時間が劇的に高速化されるでしょう。ま

た、人間が発見できなかった未知の素材や、より高性能で持続可能な材料の発見が期待

されます。LGは、この技術を自社グループ内の様々な事業に応用するだけでなく、将来

的には外部企業へのサービス提供も視野に入れており、素材開発のエコシステム全体に

大きな影響を与えることが予想されます。これにより、科学研究の効率性と創造性が飛

躍的に向上し、社会全体の技術進歩に貢献するでしょう。

元記事: https://www.chosun.com/english/industry-

en/2026/09/14/NCBCFX6UJVHEBPRX3NE74CYV2M/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chosun.com/english/industry-en/2026/09/14/NCBCFX6UJVHEBPRX3NE74CYV2M/
https://www.chosun.com/english/industry-en/2026/09/14/NCBCFX6UJVHEBPRX3NE74CYV2M/


#24 Drexel大学がMXeneの新気相合成法を開発、低コ

スト前駆体で大面積・低欠陥MXene製造を可能に

概要

Drexel大学などの研究チームが、MXeneの新たな気相合成プロセスを開発し、結晶性

2D MXeneを固体金属と気体反応物から直接成長させることに成功しました。この革

新的な手法は、従来のMAX相合成と酸エッチング工程を不要にし、四塩化チタンやメ

タンといった安価な前駆体を使用します。このスケーラブルなプロセスは、大面積か

つ極めて低い欠陥密度のウェハースケールMXene結晶の製造を可能にし、エネルギ

ー、エレクトロニクス、光学、量子技術といった幅広い分野でのMXeneの応用を拡大

する可能性を秘めています。

公開日 2026年09月17日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

Drexel大学などの研究チームは、MXene（MXene）の新たな気相合成プロセスを開発

し、従来の複雑な製造工程を大幅に簡素化しながら、高品質なMXeneを直接合成する

ことに成功しました。この技術は、Journal of the American Chemical Societyに発

表され、固体金属と気体反応物から結晶性の2D MXeneを直接成長させる画期的な手法

です。これにより、MXeneの産業応用における主要な障壁であった製造コストと品質

の課題が克服される可能性が示されました。

技術詳細

新合成法: 従来のMXene合成では、まずMAX相という中間体を製造し、その後フッ

酸などの危険な酸でエッチングしてMXeneを得る必要がありました。しかし、この

新気相合成法では、MAX相を経由せず、固体金属と気体前駆体から直接MXeneを結

晶成長させます。

低コスト前駆体: このプロセスでは、四塩化チタンやメタンといった、従来のMAX相

合成に比べてはるかに安価な前駆体を使用します。これにより、MXeneの製造コス

トが大幅に削減されることが期待されます。

高品質・スケーラビリティ: 研究チームは、この手法が大面積でウェハースケールの

MXene結晶の製造を可能にし、同時に極めて低い欠陥密度を実現できることを実証

しました。これは、エレクトロニクスや光学デバイスにおけるMXeneの高性能化に

不可欠な要素です。

背景・業界文脈

MXeneは、優れた導電性、高い表面積、調整可能な化学的性質を持つ2次元材料とし

て、次世代のエネルギー貯蔵、電磁波シールド、センサー、柔軟なエレクトロニクス、

さらには量子コンピューティングなどの分野で大きな期待が寄せられています。しか

し、その広範な商業化には、製造コストの高さ、スケーラビリティの課題、そして欠陥

密度の制御が大きな障壁となっていました。特に、腐食性の強いフッ酸を使用する従来

のエッチング法は、安全性と環境負荷の観点からも問題視されていました。



今後の展望

この気相合成法の開発は、MXeneの商業生産への道を大きく開くものです。低コスト

での高品質かつ大面積なMXeneの供給が可能になることで、電気自動車の高性能バッ

テリー、高速・低消費電力のAIチップ、ウェアラブルセンサー、さらには医療用デバイ

スや航空宇宙材料といった多様な分野での応用が加速すると予想されます。今後、さら

なるプロセスの最適化とスケールアップ技術の確立が、MXeneの実用化を決定づける鍵

となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1144417

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1144417


#25 JNCASR、テルル銅セレン化物で波状熱輸送メカニ

ズムを発見し排熱発電効率を熱電性能指数1.7に大幅向上

概要

ジャワハルラール・ネルー先端科学研究センター（JNCASR）の研究者らが、銅カル

コゲン化物であるテルル銅セレン化物において、従来の物質には見られない波状の熱

輸送メカニズムを発見しました。この画期的な成果はScience Advancesに発表さ

れ、産業排熱を効率的に電力へ変換する道を拓き、熱電性能指数1.7という優れたスコ

アを達成しました。この発見は、発電所、製鉄所、自動車、データセンターなどにお

ける排熱回収の課題に対し、熱遮蔽コーティングや量子技術の熱管理における新たな

設計指針を提供し、クリーンエネルギー技術の発展に大きく貢献するものです。

公開日 2026年09月14日  Keekli  インド



詳細

主要成果

ジャワハルラール・ネルー先端科学研究センター（JNCASR）の研究者チームは、テル

ル銅セレン化物（銅カルコゲン化物の一種）において、ユニークな波状の熱輸送メカニ

ズムを特定しました。この発見は、産業排熱から電力を高効率で変換することを可能に

し、熱電性能指数（ZT値）1.7という驚異的な数値を達成しました。これは、熱電材料

の分野における大きなブレークスルーであり、排熱からのエネルギー回収効率を劇的に

改善する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、テルル銅セレン化物という特定の材料において、これまで観測されなか

った特異な熱輸送の挙動を詳細に分析しました。通常、材料中の熱はフォノンと呼ばれ

る格子振動によって伝達されますが、この材料ではフォノンの挙動が波状に変化し、熱

がより効率的に運ばれることが示されました。この「波状熱輸送メカニズム」により、

熱エネルギーと電気エネルギーの変換効率を示すZT値が1.7に達しました。これは、既

存の多くの熱電材料と比較して非常に高い性能であり、実用化に向けた大きな進展と言

えます。この技術は、熱電発電の効率向上だけでなく、熱遮蔽コーティングや量子技術

の精密な熱管理といった幅広い応用が期待されます。

背景・業界文脈

世界中でエネルギー需要が増大し、気候変動対策が喫緊の課題となる中、産業排熱の有

効活用は重要なテーマとなっています。発電所、製鉄所、自動車エンジン、さらにはデ

ータセンターなどから排出される膨大な排熱は、これまで未利用エネルギーとして大気

中に放出されることがほとんどでした。熱電変換技術は、こうした排熱を直接電力に変

換するクリーンな技術として注目されていますが、その効率性が実用化の障壁となって

いました。今回のJNCASRの発見は、既存技術の限界を打ち破り、ZT値1.0を超える高

性能熱電材料を実現することで、排熱回収の経済性と環境適合性を大幅に改善する可能

性を提示しました。



今後の展望

この波状熱輸送メカニズムの発見は、熱電材料の設計に新たなアプローチをもたらしま

す。研究者たちは今後、このメカニズムを他の材料に応用することで、さらに高性能な

熱電材料の開発を進めることが期待されます。これにより、産業規模での排熱発電がよ

り現実的となり、エネルギー効率の向上、CO2排出量の削減、そして持続可能な社会の

実現に大きく貢献するでしょう。特に、高性能熱電材料は熱源の多様性から、分散型エ

ネルギーシステムやモビリティ分野での応用も視野に入り、関連産業に革新的な変化を

もたらす可能性を秘めています。

元記事: https://keekli.in/waste-heat-to-electricity-jncasr-unlocks-clean-energy-breakthrough/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://keekli.in/waste-heat-to-electricity-jncasr-unlocks-clean-energy-breakthrough/


#26 デュポン、バイオ循環型Tyvekで消費財・産業用途

の炭素排出量を約30%削減する新素材を投入

概要

デュポンは、ISCC PLUS認証のバイオ循環型素材「Tyvek® with Renewable

Attribution」を消費財・産業用途向けに世界中で発売しました。この新素材は、既存

の製品設計や製造プロセスを変更することなく、顧客の製品のScope 3排出量を約

30%削減することを可能にします。マスマスバランスアプローチにより、30%から

100%の再生可能属性レベルで利用可能であり、アクティブパッケージング、ラベル、

産業用バッグなどの幅広い用途に貢献します。責任ある調達が保証された第二世代の

バイオマスを原料としており、環境負荷低減と持続可能性向上への大きな一歩となり

ます。

公開日 2026年09月16日  DuPont  アメリカ



詳細

主要成果

デュポンは、消費財および産業用途向けに、バイオ循環型素材「Tyvek® with

Renewable Attribution」を世界中で発売しました。この革新的な素材は、顧客が既存

の製品設計や製造プロセスを変更することなく、製品の炭素排出量（Scope 3排出量）

を約30%削減することを可能にします。この成果は、機能性材料分野における持続可能

性へのコミットメントを示す重要な一歩です。

技術・臨床詳細

「Tyvek® with Renewable Attribution」は、ISCC PLUS認証を受けたバイオ循環型

素材をマスマスバランスアプローチで組み込むことにより、製造されます。再生可能属

性レベルは30%から100%まで選択可能で、顧客は自社のサステナビリティ目標に合わ

せて柔軟に導入できます。原料には責任を持って調達された第二世代のバイオマスが使

用されており、食料資源との競合を避けています。この新素材は、従来のTyvek®と同等

の性能と特性を維持しており、強度、耐久性、耐水性といったTyvek®の既存の利点を

損なうことなく、環境性能を向上させます。

この技術は、物理的に同じ分子が従来の化石燃料由来の素材と混ざり合うマスバランス

方式を採用しており、生産プロセスや製品の物理的特性を変えることなく、環境に配慮

した素材への転換を実現します。これにより、サプライチェーン全体の排出量削減に貢

献し、最終製品の持続可能性プロファイルを向上させることができます。

背景・業界文脈

近年、消費財および産業分野では、サプライチェーン全体の炭素排出量削減が喫緊の課

題となっています。企業は、環境に配慮した素材への転換を通じて、持続可能な製品開

発と企業の社会的責任（CSR）へのコミットメントを強化しています。Tyvek®は、長

年にわたり保護、安全性、耐久性が求められる幅広い用途で信頼されてきた素材であ

り、この新製品はそのTyvek®のポートフォリオをさらに強化するものです。

ISCC PLUS認証は、バイオマスおよびバイオベース材料の持続可能性を保証する国際的

なスキームであり、本製品の環境性能に対する信頼性を裏付けています。これにより、

企業は透明性の高い形で環境目標を達成し、消費者への訴求力を高めることが可能にな

ります。



今後の展望

「Tyvek® with Renewable Attribution」の導入は、アクティブパッケージング、ラベ

ル、工業用バッグなど、さまざまな消費者および産業用途において、より持続可能な選

択肢を提供します。将来的には、この種のバイオ循環型素材の採用が加速し、より多く

の産業で脱炭素化が進むと予想されます。デュポンは、今後も環境性能と機能性を両立

させた材料科学の革新を追求し、持続可能な社会の実現に貢献していく方針です。顧客

企業は、この新素材を活用することで、環境目標の達成を加速し、市場での競争優位性

を確立できるでしょう。

元記事: https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-attribution-for-

customer-and-industrial-applications.html

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-attribution-for-customer-and-industrial-applications.html
https://www.dupont.com/news/dupont-launches-tyvek-with-renewable-attribution-for-customer-and-industrial-applications.html


#27 全固体電池EV、中国メーカーが2027年量産目標：

リチウムイオン比30〜80%高エネルギー密度と安全性を

実現へ

概要

全固体電池の商業化が急速に進展しており、中国メーカーの東風汽車とGACモーター

は2027年からの量産開始を目標に設定しました。全固体電池は、既存のリチウムイオ

ン電池に比べてエネルギー密度が30〜80%高く、航続距離の大幅な延長と充電時間の

短縮を約束します。さらに、不燃性の固体電解質により安全性が向上し、EV業界に革

命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年09月10日  EV Magazine  グローバル



詳細

主要成果

電気自動車（EV）向け全固体電池の商業化が急速に進展しており、中国の自動車メー

カーである東風汽車（Dongfeng）とGACモーターは、2027年からの全固体電池搭載

EVの量産開始を目標に掲げました。この技術は、既存のリチウムイオン電池に比べ

30%〜80%高いエネルギー密度と、不燃性の固体電解質による優れた安全性を実現

し、EVの性能と信頼性を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

全固体電池は、液体電解質の代わりに固体電解質を使用する次世代バッテリー技術で

す。この構造により、電解液漏れや発火のリスクが大幅に低減され、安全性が格段に向

上します。また、電解液が占めていた空間を活かして、より多くの活物質を充填できる

ため、エネルギー密度が既存のリチウムイオン電池（Li-ion）と比較して30%〜80%向

上することが期待されています。これにより、一度の充電でのEVの航続距離は大幅に延

長され、現在の主要課題である「充電インフラの不足」や「航続距離の不安」を軽減し

ます。さらに、固体電解質は急速充電性能の向上にも寄与し、短時間での充電が可能に

なる見込みです。中国メーカーは、350〜500 Wh/kgという高いエネルギー密度目標

を設定しており、これは現在の高性能Li-ion電池を大きく上回る数値です。

背景・業界文脈

EV市場は、気候変動対策と技術革新により急速に拡大していますが、航続距離、充電

時間、バッテリーの安全性とコストは依然として主要な課題です。リチウムイオン電池

は過去数十年にわたりEVの動力源として進化してきましたが、その物理的・化学的限界

に近づきつつあります。全固体電池は、これらの限界を打ち破る「ゲームチェンジャ

ー」として、世界中の自動車メーカーやバッテリー開発企業が巨額の投資を行い、研究

開発を加速させています。特に、中国政府はEV技術のイノベーションを国家戦略として

重視しており、国内企業による全固体電池の早期量産化は、グローバル市場での競争優

位性確保に不可欠とされています。



今後の展望

東風汽車とGACモーターが示す2027年の量産目標は、全固体電池の商業化が間近に迫

っていることを明確に示しています。2020年代後半には小規模生産が始まり、2030年

以降には本格的な量産体制が確立されると予測されており、EVの普及をさらに加速さ

せるでしょう。全固体電池の普及は、EVの購入障壁を大きく下げるだけでなく、新た

なデザインの自由度や車両統合の可能性も広げます。将来的には、航空宇宙、ロボティ

クス、定置型蓄電など、EV以外の分野にもその応用が拡大し、エネルギー貯蔵技術の

新たな標準となる可能性を秘めています。この技術革新は、EV市場だけでなく、クリー

ンエネルギー社会全体の変革を牽引する重要な要素となるでしょう。

元記事: https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/solid-state-vs-lithium-ion-batteries

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.evinfrastructurenews.com/ev-battery/solid-state-vs-lithium-ion-batteries


#28 Honda、レアアースフリー磁石開発の米Niron

Magneticsに投資し、EVパワートレインの脱レアアース

を推進

概要

Honda Motor Co.は、レアアースフリー磁石を開発するミネソタ州Niron Magnetics

に投資しました。Niron Magneticsは、レアアース金属の代わりに窒化鉄を使用する

高性能永久磁石を製造するため、28.7万平方フィートの製造工場を建設中です。この

投資は、電動車両のパワートレインにおける重要材料への依存度を低減し、グローバ

ルサプライチェーンのリスクを軽減することを目的としています。

公開日 2026年09月14日  WardsAuto  アメリカ



詳細

主要成果

Honda Motor Co.は、レアアースフリー磁石の技術開発を進めるアメリカ・ミネソタ

州のNiron Magneticsに戦略的投資を行いました。この投資は、自動車産業、特に電動

車両（EV）のパワートレインにおいて、希少性の高いレアアース金属への依存を低減

し、持続可能なサプライチェーンを構築するための重要なステップです。

技術詳細

Niron Magneticsは、レアアース金属の代わりに窒化鉄（iron nitride）を用いること

で、高性能な永久磁石を開発しています。従来の永久磁石は、ネオジムやジスプロシウ

ムといったレアアースを必要とし、その採掘・精製に伴う環境負荷や、特定の地域に偏

在する供給リスクが課題でした。Nironの技術は、豊富に存在する鉄と窒素という非希

少元素を使用することで、これらの課題を解決します。同社は現在、28.7万平方フィー

ト（約2.67万平方メートル）の新製造工場を建設しており、2027年からの稼働を目指

し、年間最大1,500トンの高性能レアアースフリー永久磁石を生産する計画です。この

生産規模は、EVモーターをはじめとする幅広い用途への供給を可能にするでしょう。

背景・業界文脈

近年、地政学的リスクや環境問題の高まりから、自動車産業を中心に、レアアースを使

用しない材料への関心が高まっています。EVの普及に伴い、高性能モーターに不可欠な

永久磁石の需要は増加の一途をたどっていますが、レアアースの供給不安はメーカーに

とって大きな懸念材料です。Hondaのような大手自動車メーカーがNiron Magneticsに

投資することは、この問題に対する業界全体の取り組みを加速させるものと見られま

す。脱レアアースは、サプライチェーンの安定化だけでなく、持続可能なモビリティ社

会の実現に向けた重要な側面です。



今後の展望

HondaのNiron Magneticsへの投資は、単なる資金提供に留まらず、次世代モビリティ

技術、ロボティクス、家電製品など、幅広い分野でのレアアースフリー磁石の商業化と

量産化を加速させるでしょう。Nironの技術が成功すれば、世界的な磁石市場の構図が

変化し、持続可能で安定した材料供給が実現する可能性があります。これは、各国政府

が推進する重要鉱物戦略にも合致し、より環境に配慮した産業構造への転換を促すもの

として、その動向が注目されます。

元記事: https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-earth-free-

magnets/830086/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-earth-free-magnets/830086/
https://www.wardsauto.com/news/honda-invests-in-us-maker-of-rare-earth-free-magnets/830086/


#29 固体電池開発のFactorial Energy、三井金属と提

携し硫化物系固体電解質の量産でEV向け固体電池の商用

化加速

概要

Factorial Energyは、硫化物系固体電解質の主要メーカーである三井金属と提携し、

固体電池技術のスケールアップを図ります。FactorialのSolsticeプラットフォーム

は、最大450 Wh/kgのエネルギー密度を誇り、全固体電池の量産課題解決を目指して

います。三井金属は日本国内の専用工場でアルジロダイト硫化物固体電解質「A-

SOLiD」を量産し、メルセデス・ベンツ、ステランティス、現代自動車といった既存

の自動車パートナーとの商用化を加速させます。

公開日 2026年09月17日  Electrek  アメリカ



詳細

主要成果

固体電池開発企業Factorial Energyは、硫化物系固体電解質の有力生産者である三井金

属との提携を発表しました。この提携は、次世代の全固体電池技術の量産化を加速させ

ることを目的としており、電気自動車（EV）市場における革新的なバッテリーソリュー

ションの商用化に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術詳細

Factorial Energyが開発する「Solstice」プラットフォームは、最大450 Wh/kgとい

う高エネルギー密度を達成する全固体電池技術です。従来の液体電解質を使用するリチ

ウムイオン電池と比較して、安全性、充電速度、航続距離の向上に貢献します。今回の

提携において、三井金属は、同社独自のアルジロダイト硫化物固体電解質「A-SOLiD」

の量産を担います。三井金属は既に日本国内にA-SOLiD専用の量産工場を建設してお

り、安定した高品質な固体電解質の供給体制を確立しています。この量産体制と

Factorialのバッテリー設計技術が融合することで、全固体電池の製造コスト削減と性能

安定化が期待されます。

背景・業界文脈

電気自動車の普及に伴い、バッテリーの性能と安全性の向上が喫緊の課題となっていま

す。特に、従来の液体電解質を用いたリチウムイオン電池は、熱暴走リスクやエネルギ

ー密度の物理的限界が指摘されており、全固体電池はこれらの課題を解決する「ゲーム

チェンジャー」として大きな期待を集めています。しかし、固体電解質の製造難易度と

コストが量産化の障壁となっていました。Factorialはメルセデス・ベンツ、ステランテ

ィス、現代自動車といった主要自動車メーカーと既にパートナーシップを結んでおり、

今回の三井金属との提携は、これらの大手自動車メーカーへの供給体制を強化し、市場

投入を早める上で不可欠な要素となります。



今後の展望

Factorial Energyと三井金属の提携は、全固体電池の商用化ロードマップを大幅に短縮

する可能性を秘めています。この技術がEV市場に本格的に導入されれば、現在のEVの

航続距離や充電インフラに関する懸念が軽減され、EVのさらなる普及が加速するでし

ょう。また、自動車以外の分野、例えばドローン、再生可能エネルギー貯蔵、ポータブ

ル電子機器など、高エネルギー密度と安全性が求められる様々なアプリケーションへの

展開も視野に入っています。両社の協力は、バッテリー技術の未来を形作る上で極めて

重要な意味を持つと評価されます。

元記事: https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secures-another-

big-partnership/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secures-another-big-partnership/
https://electrek.co/2026/09/17/solid-state-battery-maker-factorial-secures-another-big-partnership/


#30 BYD傘下のFinDreams Battery、2027年にEV向

け硫化物系全固体電池の限定生産を開始へ

概要

BYDのバッテリー事業部門であるFinDreams Batteryは、2027年に硫化物系全固体

EVバッテリーの限定バッチ生産を開始し、2030年までに量産を目指しています。同

社のチーフサイエンティストは、全固体EVバッテリーが重要な段階に達したと強調し

ました。BYDは、安全性、充電速度、航続距離が向上するこれらのバッテリーを、初

期段階ではプレミアムEVブランドに組み込む計画です。

公開日 2026年09月14日  Electrek  中国



詳細

主要成果

中国の自動車大手BYDのバッテリー事業部門であるFinDreams Batteryは、硫化物系

全固体電気自動車（EV）バッテリーの限定バッチ生産を2027年に開始し、2030年ま

でに本格的な量産体制を確立する計画を明らかにしました。これは、安全性、充電速

度、および航続距離の大幅な向上を約束する次世代バッテリー技術の実用化に向けた重

要な進展です。

技術詳細

FinDreams Batteryが開発している全固体バッテリーは、硫化物系の固体電解質を採用

しており、従来の液体電解質を用いるリチウムイオンバッテリーに比べて、高いエネル

ギー密度と優れた安全性を実現します。固体電解質は、液漏れや熱暴走のリスクを大幅

に低減するため、車両火災のリスクが低減されると期待されています。また、急速充電

性能の向上や、より広い温度範囲での安定した動作が可能になることも特徴です。同社

のチーフサイエンティストは、全固体EVバッテリー技術が商業化に向けた「決定的な段

階」に達していると述べており、量産開始に向けて技術的課題が克服されつつあること

を示唆しています。初期の限定生産は、実用環境での性能評価とさらなる最適化を目的

としています。

背景・業界文脈

世界的に電気自動車市場が急拡大する中で、バッテリー技術の進化は、EVの普及と性

能向上に不可欠です。テスラやCATLなどの主要バッテリーメーカーは、より高エネル

ギー密度で安全なバッテリーを求めて激しい開発競争を繰り広げています。BYDは、バ

ッテリーからEV生産までを一貫して手掛ける垂直統合型のビジネスモデルを持ち、その

バッテリー技術は同社の競争力の源泉です。全固体バッテリーは、EVの「ゲームチェン

ジャー」と目されており、BYDがこの分野で先行することは、将来のEV市場における

同社の地位を強化する上で極めて重要となります。



今後の展望

BYDが2027年に全固体EVバッテリーの限定生産を開始し、2030年に量産体制に入る

という計画は、グローバルなEV市場に大きな影響を与えるでしょう。特に、初期段階で

同社のプレミアムEVブランドに導入されることで、その先進性と技術優位性がアピール

されることになります。この技術が成熟し、コスト効率が高まれば、BYDのEVがさら

に競争力を持ち、消費者の選択肢を広げることが期待されます。他の自動車メーカーや

バッテリーサプライヤーも全固体バッテリーの開発に注力しており、BYDの動向は業界

全体の技術ロードマップに影響を与えるものとして、その進捗が注目されます。

元記事: https://electrek.co/2026/09/14/byd-leading-solid-state-battery-race-first-ev-2027/

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/09/14/byd-leading-solid-state-battery-race-first-ev-2027/


#31 クイーンズランド大学が鋼鉄の腐食を600倍抑制す

る自己修復型ナノコーティングを開発、商業化へ

概要

クイーンズランド大学の研究チームが、鋼鉄の錆を防ぐ自己修復型コーティングを開

発しました。この「スマート」コーティングは、腐食を年間わずか37ナノメートルに

制限し、既存の高性能防錆製品と比較して600倍以上の効果を発揮します。ナノ構造

が損傷時に防錆分子を放出し、インフラや自動車部品の寿命を大幅に延ばす可能性を

秘めています。

公開日 2026年09月15日  Australian Institute for Bioengineering and Nanotechnology -

The University of Queensland  オーストラリア



詳細

主要成果

クイーンズランド大学の研究者らが、鋼鉄の腐食を劇的に抑制する「スマート」な自己

修復型コーティングを開発しました。この新しいコーティングは、水性塗料を自己修復

性の防錆シールドへと変化させる粉末状粒子から作られ、年間わずか37ナノメートルと

いう極めて低い腐食率を達成。これは、現在市場に出回っている多くの高性能防錆製品

と比較して600倍以上の効果を持つとされています。

技術・臨床詳細

この自己修復型コーティングは、損傷を検知するとナノ粒子が防錆分子（ベンゾトリ

アゾール）を放出するメカニズムに基づいています。これにより、発生した損傷箇所

を局所的に修復し、腐食の進行を効果的に阻止します。

従来の防錆塗料は、一旦損傷するとその部分から腐食が広がる問題がありましたが、

本技術は自己修復機能によりその課題を克服します。

実証された腐食率は年間37ナノメートルであり、これは既存製品の性能を大幅に上

回るものです。極めて薄い層での保護が可能となり、材料の軽量化やコスト削減にも

寄与する可能性があります。

背景・業界文脈

鋼鉄構造物の腐食は、建築物、橋梁、自動車など幅広い分野で深刻な問題であり、メン

テナンスコストや安全性の問題を引き起こしています。年間数千億ドルもの経済的損失

があると推定されており、より効果的で持続可能な防錆技術が求められています。本技

術は、この長年の課題に対する画期的な解決策を提供し、インフラの寿命延長と維持管

理費用の削減に貢献すると期待されます。

今後の展望

クイーンズランド大学の研究チームは、この革新的な自己修復型コーティングの商業化

を今後5年以内に目指しています。特に、過酷な環境下で使用される建築物、橋梁、自

動車などの鋼鉄部品への応用が期待されており、製品の耐久性向上とライフサイクルコ

スト削減に大きく貢献するでしょう。この技術が普及すれば、世界のインフラ維持管理

に大きな変革をもたらす可能性があります。



元記事: https://aibn.uq.edu.au/article/2026/09/self-repairing-coating-extend-rust-prevention

収集日: 2026年09月18日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aibn.uq.edu.au/article/2026/09/self-repairing-coating-extend-rust-prevention


#32 Solid Power、韓国で硫化物系固体電解質合弁会社

を設立、2028年までに500トン生産開始

概要

Solid Powerは、韓国に硫化物系固体電解質の合弁会社を設立し、2028年までに年間

500トンの生産能力を目指すと発表しました。これは将来的に年間20,000トンまで拡

大する計画です。Factorial Energyも日本の三井金属とアルジロダイト型硫化物固体

電解質の量産で協力し、パナソニックエナジーは150℃対応の固体電池のサンプル出

荷を開始するなど、固体電池材料の技術開発と生産拡大が加速しています。

公開日 2026年09月18日  Shanghai Metals Market (SMM) News  中国



詳細

主要成果

固体電池業界において、技術革新と生産拡大の動きが加速しています。Solid Power

は、韓国に硫化物系固体電解質の新合弁会社を設立する計画を確定し、2028年までに

年間500トンの初期生産能力を確立、将来的には年間20,000トンまで拡大する野心的

な目標を掲げました。また、Factorial Energyは日本の三井金属とアルジロダイト型硫

化物固体電解質の量産で提携し、パナソニックエナジーは150℃で動作する固体電池の

サンプル出荷を年内に開始するなど、主要企業が相次いで重要な進展を発表していま

す。

技術・臨床詳細

**Solid Powerと韓国合弁**: Solid Powerは、硫化物系固体電解質の製造技術におい

てリーダーシップを確立しており、今回の合弁事業は、その技術を大規模生産へ移行

させる戦略的な一歩です。硫化物系電解質は、リチウムイオン電池の液体電解質に比

べて、安全性とエネルギー密度を大幅に向上させる可能性を秘めています。

**Factorial Energyと三井金属の提携**: アルジロダイト型硫化物固体電解質は、高い

イオン伝導性と安定性を持ち、次世代固体電池の中核材料として注目されています。

この提携は、材料の安定供給とコスト競争力の確保を目指すものです。

**パナソニックエナジーの150℃固体電池**: 高温環境下でも安定して動作する固体電

池は、産業機械や特定の過酷な環境での使用に革命をもたらす可能性があります。サ

ンプル出荷の開始は、実用化に向けた重要なマイルストーンです。

**中国メーカーの動向**: Langu New EnergyやEaspringといった中国メーカーも、

固体電解質やアノード材料の生産能力を積極的に拡張しており、グローバルな競争が

激化しています。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）やエネルギー貯蔵システム（ESS）の普及に伴い、より安全で高性

能、長寿命な電池技術が強く求められています。特に、発火リスクが低い固体電池は、

次世代電池の本命として世界中で開発競争が繰り広げられています。政府の政策支援も

相まって、材料供給網の国内化や多様化、そして大規模生産への移行が喫緊の課題とな

っています。今回の各社の動きは、こうした背景の中で、固体電池の商業化を大きく前

進させるものと言えます。



今後の展望

Solid Power、Factorial Energy、パナソニックエナジーなど主要企業のこれらの動き

は、固体電池の量産化と実用化に向けた明確な進展を示しています。特に硫化物系固体

電解質の生産能力拡大は、サプライチェーンの安定化とコストダウンに直結し、固体電

池搭載EVの市場投入を加速させるでしょう。今後数年で、固体電池技術はさらなる成熟

を遂げ、産業機械から民生品、そしてモビリティに至るまで、幅広い分野で革新的な応

用が期待されます。激化する競争の中で、技術革新と規模の経済を追求する企業が市場

をリードしていくことになります。

元記事: https://news.metal.com/newscontent/104122948-solid-state-battery-weekly--

%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8B%E2%80%8Bindu

deepens-technologyiteration-amid-ebb-and-flow-policy-push-intensifies
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